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序文

カムィヤキ古窯跡群は、昭和58年 6月土地改良ため池等整備事業の事業区内に発見され

た中世の窯跡です。発見以来、伊仙町教育委員会は継続的にカムイヤキ古窯跡群の調査、

研究を行なって参りました。

平成 8年度から12年度にかけての重要遺跡確認調査では、阿三、伊仙、検福の国有林内

に多くの窯跡が発見され、徳之島が琉球列島に流通したカムィヤキの一大生産地であった

ことが明らかになりました。平成14年11月にはカムィヤキ古窯跡群シンポジュウムが開催

され、国内外から多くの参加者を得ました。

現在、伊仙町教育委員会は、カムィヤキ古窯跡群の国指定史跡登録を目指して、各種調

査に取り組んで、おります。平成13年度から16年度にかけては、窯跡周辺の地形測量、自然

科学的分析を主に行なって参りました。これまでの調査報告書と併せ、本書が学術資料と

してご活用いただければ望外の喜びに存じます。

奄美群島は、歴史的に琉球と本土をつなぐ掛け橋となっており、独特の文化が花開いた

地域でもあります。私たちは、こうした所で育まれたカムィヤキ古窯跡群を歴史遺産とし

て保存、活用を図っていく予定であります。関係機関、各位の方々には、今後ともご指導、

ご鞭捷を賜りたいと存じます。なお、調査に当たりましては、鹿児島県森林管理所のご協

力を得ました。末筆ながら感謝申し上げます。

平成17年3月

伊仙町教育委員会

教育長吉見健



¥ 

1.本書は、伊仙町教育委員会が文化庁及び鹿児島県の補助を得て、平成 13

年度から 16年度にかけて行なった、カムイヤキ古窯跡群発掘調査等事業の

調査報告である。

2.本書で用いたレベル高は海抜を表し、方位は磁北を示す。

3.本書は、これまでの調査成果を総括するものである。したがって、部分的

に既報告の遺構配置図、遺構実測図を掲載し、出土遺物は、既報告資料を含

めたかたちで、分類を行なった。

4.本書の執筆は、次の通りである。

第 I章 四本延宏(伊仙町教育委員会)

第 II~町章 新里亮人(伊仙町教育委員会)

第V章 西口和彦(兵庫県教育委員会)

三辻利一(大谷女子大学)

株式会社古環境研究所

第VI章 新里亮人

5.出土遺物実測図の縮尺は 1/3に統一している。

6.参考、引用文献は、本書末のカムイヤキ関連文献一覧と一致する。

7 .出土遺物の写真撮影は、鹿児島県立埋蔵文化財センターの鶴田静彦氏、

横手浩二郎氏の御指導、御協力を賜った。

8.本書の編集は新里亮人が行なった。

9. 出土遺物は、伊仙町教育委員会が保管し、伊仙町立歴史民俗資料館に展示

する予定である。
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1. 位置と環境

|第I震役震と環境 丁|
I-1.地理的環境

九州から台湾にかけての洋上には、多くの島々が弧状に連なる。これらの島々は琉球列島と呼

ばれ、地理的なまとまりから大隅諸島、トカラ列島、奄美諸島、沖縄諸島、先島諸島に分けられ

ている。徳之島は奄美諸島の中央部に位置し、カムイヤキ古窯跡群は徳之島の南西部の伊仙町阿

三、伊仙、検福に位置する。

第 1図で徳之島の地質を概観すると、西南部の台地の大半は、新生代第四紀の琉球石灰岩が占

めており、北部から中央部にかけては、中生代白亜紀の四万十層群、新生代古第三紀の花同岩か

ら成り、その周りを新生代第四紀国頭磯層が取り囲んでいる。

カムイヤキ古窯跡群の位置をこの地質図で見ると、ちょうど花両岩地帯と重なることがわかる。

このことから、窯を築いた工人が高温に耐えうる粘土としてのマサドの入手しやすいこの地を選

んだことが想定される。

この花両岩地帯には、現在、中部ダムをはじめとするため池が多くあり、伊仙町の水がめの役

割を果たす、水資源豊富な環境が広がっている。

植生についてはシイ・カシ類の照葉樹やリュウキュウマツから成る自然林、二次林が残り、燃

料としての薪を供給した当時の状況を紡併させる。

100基以上と想定される窯跡群は標高約170から200mの丘陵の傾斜地中腹に築かれる。この丘

陵の尾根筋に東西に 1km以上に及ぶ里道があり、この里道からさらに傾斜地の各窯跡に向かつ

て枝状に里道が延びる。一見無秩序な位置関係にある各窯跡はこの尾根筋の里道によって結ばれ

ている。

n -2.歴史的環境

伊仙町内には第 2図及び第 1表に見られるように多くの遺跡が存在する。カムイヤキ古窯跡群

が立地する国有林内には、標高190メートルの台地に平スコ遺跡(縄文時代)も確認されている。

また、第 2次世界大戦末期に本土決戦を阻止すべく、徳之島での戦いに備えて作られたという数

キロメートルにも及ぶ散兵壕があり、戦争の虚しさ、悲しさを今も静かに語っている。このよう

に、一帯は人類数千年の足跡が刻まれた複合遺跡としての特徴を備えている。

カムイヤキ古窯跡群の北東にはウーピラグスクと呼ばれる標高約200メートルの小高い山があ

り、アジ(当時の有力者)伝説が残されている。伝説によると、ウーピラアジは付近の住民の牛

を盗んでは食べていたので、「牛喰れアジJとも呼ばれていたという。また、カムイヤキ古窯跡

群の南側にはミンツキ集落跡があり多量のカムイヤキ、青磁、白磁、染付け等が出土する。

これらのほかにも、面縄の恩納城跡や阿三のアザマグスク、中山の中山(ネーマ)神社など関

連遺跡が多数存在する。これらの遺跡とカムイヤキ古窯跡群との関連性など、謎深い徳之島の中

世史の中で解決すべき課題は多く残されている。琉球列島のみならず、日本本士、朝鮮半島、中

国大陸を含む環東シナ海世界の歴史解明の上からも、カムイヤキ古窯跡群のもつ重要性は、ます

ます高まるばかりである。
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第 2図 カムィヤキ古窯跡群の位置と伊仙町の遺跡分布

第 1表伊仙町の遺跡一覧

番号 遺跡名 所在地 時代 番号 遺跡名 所在地 時代

1 喜念按司屋敷跡 喜念上泉袋 中世 31 カムィヤキ古窯跡群 阿ニ、伊仙、検福 中世

2 喜念上原 喜念上泉袋 弥生 32 ヨヲキ洞穴 阿三ヨヲキ 縄文~中世

3 ヲネガン 喜念スーパテ 中世 33 カン田 阿三カン田 縄文~中世

4 本川 喜念 弥生 34 前田 阿三前田 縄文~中世

5 喜念原始墓地 喜念字ムデナウ 弥生 35 あざま按司城跡 阿三字谷俣 中世

6 ウシロマタ 喜念ワカパトウ 縄文~中世 36 アザマグスク(タニ) 阿三 中世

7 喜念貝塚 喜念兼久 縄文~弥生 37 勘花 西阿三字勘花 中世

8 喜念浜砂E 喜念 38 ウウピラ城跡 馬根 中世

9 ウエアタリ 喜念ウキンダリ 縄文~中世 39 中山神社 中山 中世

10 佐弁員塚 佐弁東ミヤド 弥生 40 墓地(ねーま遠留) 中山

11 サクダ 佐弁サクダ 古代~中世 41 フードグスク 阿権大当原 中世

12 佐弁(第二) 佐弁ミヤド 42 木之香 阿権太野 縄文~弥生

13 川嶺辻 目手久 中世 43 天城 阿権太野 旧石器、縄文、

14 大久保 目手久字大久保 古墳

15 上水溜 目手久上水タマリ 44 下島権 阿権太野 縄文~中世

16 恩納城跡 面縄ウガン 中世 45 アマングスク 木之香太野 中世

17 面縄按司墓 上面縄 中世 46 妙巌按司城跡 犬回布明眼 中世

18 ミツク 面縄 古墳~中世 47 木之香 B 犬回布カメコ 縄文

19 東浜貝塚 東面縄 弥生 48 アジフー B 犬田布 中世

20 面縄第 3員塚 面縄兼久パル 縄文~弥生 49 アジフー 犬田布 弥生~中世

21 面縄第 2員塚 面縄兼久パル 縄文 50 犬田布貝塚 犬田布連木竿 縄文~弥生

22 面縄第 4貝塚 面縄兼久パル 縄文 51 前泊西員塚 西犬回布 弥生

23 面縄第 1貝塚 面縄兼久パル 縄文~弥生 52 犬田布記念碑 犬田布 弥生

24 ヲクラチ 面縄ヲクラチ 縄文~中世 53 宮戸原 犬田布宮戸原

25 トラグスク 検福古里 中世 54 宮里原 上晴宮里原 縄文~中世

26 赤久 検福赤久 縄文 55 河地 糸木名字河地 縄文~中世

27 平スク 伊仙平スク 縄文 56 上成川 糸木名上成川 縄文

28 ミンツキ集落跡 伊仙ミンツキ 中世 57 ガラ竿 小島ガラ竿 旧石器~中世

29 下板割 伊仙下板割 弥生 58 大成川 小島大成川

30 瀬田海 伊仙 弥生 59 後竿 小島後竿 中世
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|第E震輔の概要 I 

1-1.調査に至る経緯と調査経過

カムイヤキ古窯跡群は、徳之島南部の伊仙町に所在する、中世の陶器窯である。昭和58年に 2

箇所の窯跡群の発掘調査が行なわれ(伊仙町教育委員会1985a、b)、昭和60年には、阿三柳田に

生産跡が発見された(伊仙町教育委員会1986)。これらの成果を受けた伊仙町教育委員会は、平

成 8年度から平成12年度に重要遺跡確認緊急調査を行ない、阿三、伊仙、検福の山中に無数の窯

跡を確認した(伊仙町教育委員会2001)。

窯跡群の調査成果が積み重ねられる一方、平成14年11月には、奄美群島交流推進事業の一環と

して、カムィヤキ古窯跡群シンポジュウムが伊仙町の主催により開催された。会場には国内外か

ら1000人を超す参加者が溢れ、カムィヤキ古窯跡群の存在意義とその高い学術的価値が広く示さ

れた。

こうして、カムイヤキ古窯跡群に対する理解が深められる中、窯跡群の保存と活用を企図する

動きが活発化した。これらの動向を重視する伊仙町教育委員会は、カムイヤキ古窯跡群の国指定

史跡登録を目指し、平成13年度から16年度にかけて、次の調査を実施した。

窯跡群の立地と分布範囲を詳細に検討し、史跡指定範囲を確定するため、カムイヤキ古窯跡群

の地形測量を行なった。地形図は縮尺500分の lで作成し、 1m間隔の等高線で地形を表現して

いる。その成果については本章の第 3節で述べる。

遺構群の包蔵状態を確認するため、 3度に渡りカムィヤキ古窯跡群の磁気探査を行なった(平

成15年 3月5日---7日、 12月 7日---14日、平成16年 3月3日---7日)。また、その際採集された

試料の胎土分析、放射性炭素年代測定、樹種同定を依頼した。

磁気探査の結果を検証するため、旧第 4支群の発掘調査を行なった。その成果は第W章で詳し

く述べたい。

1 -2.事業概要と調査組織

平成13年度 旧第 3、4、 5、 6、10、11支群の地形測量 (8000千円)

調査主体 伊仙町教育委員会

調査責任 伊仙町教育委員会教育長 徳岡誠二郎(1月まで)

吉見 健(2月から)

調査事務 社会教育課長 中山忠良 (10月まで)

時 孝 (11月から)

社会教育課長補佐 窪田 良治 (10月まで)

政野 宗六 (11月から)

調査担当 社会教育課主幹兼係長 四本延宏

社会教育課文化係長 伊藤勝徳

平成14年度 旧第 1、2、 7、8、 9、12、13支群の地形測量 (5000千円)

調査主体 伊仙町教育委員会

調査責任 伊仙町教育委員会教育長 吉見 健

調査事務 社会教育課長 時 孝
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調査担当

社会教育課長補佐

社会教育課主幹兼係長

社会教育課文化係長

西 吉広

四 本延 宏

伊藤勝徳

II. 事業の概要

平成15年度 磁気探査、胎土分析、年代測定、樹種同定、旧第4支群の確認調査 (5000千円)

調査主体 伊仙町教育委員会

調査責任

調査事務

調査担当

調査指導

伊仙町教育委員会教育長 吉見 健

社会教育課長 時孝

社会教育課長補佐 西吉広

社会教育課主幹兼係長 四 本 延 宏

社会教育課文化係長 伊藤勝徳

文化庁記念物課文化調査官 禰宜田佳男

鹿児島県教育庁文化財課文化財主事 堂込秀人

鹿児島県立埋蔵文化財センター調査課課長新東晃一

兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査専門員 西口和彦

(財)ユネスコ・アジア文化センター研修事業部長

西村 康

調査補助 1 四本喜一郎、納仁吉、常豊秀、稲功、稲幸子、福政江、納アイ子、

有馬喜久美、生野レナ、主税英徳、川満幸将、田中裕一郎、

杉山健雄、坂元あやみ、前剛人、賞勝樹

平成16年度 地形測量及び報告書作成 (8000千円)

調査主体 伊仙町教育委員会

調査責任 伊仙町教育委員会教育長 吉見 健

時孝調査事務 社会教育課長

調査担当

調査指導

調査補助

社会教育課長補佐 西吉広

社会教育課主幹兼係長 四本 延宏

社会教育課学芸員 新里亮人

文化庁記念物課主任文化財調査官 坂井秀弥

鹿児島県立埋蔵文化財センター調査課課長新東晃一

鹿児島県教育庁文化財課埋蔵文化財係係長青崎和憲

熊本大学文学部教授

琉球大学法文学部教授

甲元虞之

池田栄史

坂元あやみ、作田恵、仲幸恵、前剛人、琉涼子
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II -3. 地形測量

窯跡の立地、範囲、平面分布を詳細に検討するため、平成13年度から16年度にかけてカムイヤ

キ古窯跡群の地形測量を行なった。窯跡群が立地する丘陵の尾根上には、幅の狭い道が通じてお

り、窯跡との関連が想定された。そのため、窯跡の立地と窯跡聞の関係を明らかにすべく、測量

範囲をできるだけ広範に設定した。縮尺は500分の lで作成したが、本報告では1000分の lに縮

小して掲載する(付図 1----6)。なお、平成14年、 15年度には阿三亀焼、検福イヤ川の国有林内

に新たな生産跡が発見され、また、測量範囲内には第二次世界大戦時の聖壕跡も確認されたので、

測量図にはこれらを描き加えた。

本事業での完成図を、九州農政局の事業計画図(縮尺5000分の 1)に落とし込み、窯跡群の平

面分布図を改めて作成した(第 3図)。これらの測量図と分布図をもとに、生産跡の立地及び周

辺地形との関連を検討した結果、以下の点が明らかとなった。

-生産跡は、ヒラスク山から放射状に延びた大きな正陵両側斜面に比較的まとまって分布し、

群構成をなす。

-さらに、個々の生産跡は、大きな正陵に入り込んだ谷地に立地する。

-これらの谷地内にも弧状を成す狭小な凹地や平坦地が形成されており、こうした地形の中に

窯跡や灰原などの遺構が並列ないし重複して発見される傾向にある。

-丘陵の尾根上には細く延びた道(里道と呼ぶ)があり、これらを通して生産跡聞を移動する

ことができる。

II -4圃支群名称、の変更

カムィヤキ古窯跡群の重要性に鑑み、伊仙町教育委員会は、本遺跡を国指定史跡として登録し、

調査研究、保存、整備、活用を行なう予定である。今後これらの事業を施策するに当たり、窯跡

群の構成、範囲、地点数を正確に把握することは、行政的、学術的な課題であった。

平成14、15年度には 2箇所の生産跡(旧第12、13支群)が発見され、新たな成果が着実に積み

重ねられている。しかし、調査のたびに新たな生産跡が発見されることは当然予想され、生産跡

の増加に対処できる支群名称を使用することが必要となってきた。こうした事態に対処すべく、

伊仙町教育委員会は、本事業で作成した地形図をもとに窯跡の立地を改めて検討し、支群名称、を

変更することにした。

カムイヤキ古窯跡群の取り扱いに関する現時点の課題を整理すると次のようになる。

-これまで刊行された 3冊の調査報告書では、生産地点の発見年度、日時の順に第 lから13支

群と名付けられてきた。しかし、旧来の命名方法に従うと、新たな窯跡群が発見されるたび

に無秩序に支群番号が増え続け、地図上の位置と名称、の対応関係が煩雑になることが懸念さ

れる。

-また、発見順に支群名称、が付せられていたので、生産地点の数、範囲、群構成に判断基準が

無く、客観的根拠をもって支群数を把握出来なかった。そのため、各支群の認定に一定の水

準を設け、生産領域を整理することが必要となった。

これらの課題を受けて、支群の認定、表記方法及び新名称、について述べていきたい。

生産跡は大きな丘陵に入り込んだ大、小の谷地に立地する。生産跡が発見される谷地はそれぞ

れが近接し、丘陵の尾根筋を軸として枝葉状に連なる傾向にある。これらは、里道を通じて往来

が可能で、窯跡群は里道を脈として有機的に連結する可能性が考えられる。したがって、大きな
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II. 事業の概要

第3図生産支群位置図

丘陵両脇にまとまって分布する生産跡は、尾根上の里道を軸として群構成をなすと捉えられるの

で、これを「支群」と呼ぶことにする。「支群jの名称、には字名を用いるが、同じ字名に複数の

支群がある場合は、これらの位置する方角を括弧付けで、加えて区別した。また、所在が2つ以上

の字名にまたがる場合は、生産跡が多く発見されている方の名称、を用いる。

支群を構成する谷地には複数の遺構群が発見されており、一定の生産領域となる可能性が考え

られる。このことから、窯が構築される谷地の一つ一つを「地区」と呼び、平成 8年度から平成

11年度の確認調査で支群と扱っていたところを細別した。例えば、旧第 9支群(現伊仙ヒラスコ

支群、イ寸図 5)には、東西に並ぶ谷地が4つあり、そのうちの 3箇所で窯跡や灰原が発見されて

いるので、各々に地区番号を付した。「地区」名はローマ数字で表記する。

さらに、同ーの谷地内でも、窯跡や灰原は弧状を成す狭小な凹地や緩やかな傾斜面に並列ない

し重複して確認される傾向にある。これらを「地点」と呼ぴ、数基の窯が稼動した最小の単位と

する(旧第 l、2支群は概ねこれに該当する)。

「支群」の名称、に遺跡所在地の字名、それらを構成する単位として「地区」、「地点」番号を付

すことによって、新たに窯跡が発見された場合に対処できるよう配慮した。この要領で遺跡群の

区分を行なった結果、丘陵の尾根筋を単位とした 7つの支群、 19地区24地点が抽出できる。今後

は、以上の命名方法に従い、窯跡群の生産単位と領域の客観化を目指したい。なお、 2004年度調

査までに得られた出土品については旧支群名称、と遺構名を記している。

7 



第2表新旧支群名称、対応表

|番号 支群数 支群名 地区名 地点名 所在 遺構名 付随遺構 旧支群名 調査年度 備考

l号窯 灰原 灰原確認

2号窯 灰原 灰原確認

3号窯 灰原

1 第 I地区 1地点
阿三字亀田1982

4号窯 第 2支群 昭和59年度 窯壁確認
-1 

5号窯 灰原 窯壁確認

6号窯 灰原 窯壁確認

7号窯 灰原 灰原確認
一

l号窯

2号窯

3号窯 3号窯灰原

4号窯
4号窯灰原

1 阿三亀焼
灰 3層?

5号窯 灰 2層

6号窯 灰 2層

2 第E地区 1地点 阿三字亀焼562 7号窯 7号窯灰原 第 1支群 昭和59年度 全面調査

楕円形掘り込
不明

み遺構

灰原 1層 不明

灰原 2層 不明

灰原 3層 不明

¥3 灰原 4層 不明

灰原 5層 不明

3 
第E地区

1地点
阿三字亀焼560

散布地 第12支群(西側) 平成14年度 表面採集 l

4 2地点 散布地 第12支群(東側) 平成14年度 表面採集|

5 2 阿三柳田(南) 第 I地区 1t也，長 阿三字柳田503 灰原 第 3支群 平成 8年度 表面採集

灰原上層

6 3 阿三柳田(北) 第 I地区 1地点 阿三字柳田503
灰原下層

第 4支群
平成15年度 確認調査

整地土層

散布地 平成 8年度 表面採集

I号窯 灰原確認

2号窯 灰原確認

3号窯 灰原確認

7 1 :l:fu点
4号窯

灰原
第 5 支群 (1~

平成 9年度
灰原確認

5号窯 8号窯) 確認調査

第 I地区
伊仙 字東柳田

6号窯 灰原確認
773 

4 伊仙東柳田 7号窯 灰原確認

8号窯 灰原確認
トー一一ー

1号窯 灰原確認

8 2地点 2号窯
第 5 支群 (9~

平成10年度 灰原確認
11号窯)

3号窯 灰原確認

11

9

0 
第E地区

u也，者 伊仙 字東柳田 灰原 第 6支群(南側) 平成10年度 灰原確認

2 :l:fuJ長 788-1 灰原 第 6支群(北側) 平成10年度 表面採集

ト士
第 I地区 1地点 灰原 確認調査

伊仙平スコ 第E地区
1地点 検福字平スコ l号窯 灰原上中下

第 9支群 平成11年度
灰原確認

RE 
5 

2地点 794 散布地

第E地区 1 :I!也，者 灰原 灰原確認

116 5 
第 I地区 1地点 散布地

第 7支群 平成 9年度
表面採集

第E地区 1 量生la 灰原 表面採集
検福字イヤ川

17 6 検福イヤ川 u也点 散布地 表面採集

118 9 

第E地区 1367 第13支群 平成15年度
2地点 散布地 表面採集

第U地区 u也点 散布地 第 8支群 平成10年度 表面採集

122222 3 0 1 

第 I地区 1地点 灰原 l

第E地区 1地点 灰原 l
第10支群 平成10年度 灰原確認

検福ウッタ 第E地区 u也点
検福字ウッタ

灰原 l7 
1377 

第U地区 1地点 灰原 l
トーーーーー

24 第V地区 u也，長 散布地 第11支群 平成11年度 灰原確認
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ill. カムイヤキ古窯跡群の概要

盤整肇彊轟轟議議護霊雛轟轟麟聾
ill-l. 遺跡の概況

カムイヤキ古窯跡群は、 1983年、伊仙町立歴史民俗資料館に当時勤務していた四本延宏によっ

て発見された窯跡である。これまで24の地点で生産跡が確認されており、 7つの支群によって構

成されていたことが明らかになっている。

遺跡は、伊仙町のほぼ中央部に位置するヒラスク山(標高211m)の山中に立地する。ヒラス

ク山は花両岩を基盤とし、その表面には粘質で保水力のある花両岩風化土が露出している。山の

縁辺には、山頂から放射状に延びた大小の正陵がいくつも立ち並び¥丘陵の狭間の谷地や麓には

低湿地帯が形成され、水資源豊富な自然環境が広がる。窯跡はこのような中にあり、奥深い谷地

の基部から丘陵中腹へと上がる傾斜地を利用して構築されている。これまでの調査で発見された

窯体や灰原の検出状況から、 1地点あたり 10基程度の窯が稼動していたと推察され、琉球列島全

域を流通圏に取り込んだ一大窯業生産地としての姿を今に伝えている。

窯の大部分は、阿三、伊仙、検福国有林の中に位置する。国有林にはリュウキュウマツ、スダ

ジイ等が繁茂するほか、希少動物であるアカヒゲ、イボイモリが生息しており、現在でも植生豊

かな森林景観が残っている。国有林内に入り、地表面観察を行なうと、陶片、焼台、焼土片が散

乱している箇所や、窯の天井部が崩落してできたと思われる凹地や平坦地が数地点に確認できる。

以上の状況は、廃棄された窯が現地にそのまま保存されている様子を努霧させる。

一方、窯に伴う灰原は、国有林と隣接する民有地内(畑地、旧水田)に包蔵される例が多い。

阿三亀焼支群第 I地区、伊仙東柳田支群第 I地区、同第E地区では、民有地の地表下 1mから 3

m に灰原が確認された。これらは丘陵斜面の延長線上に傾斜して堆積しているため、民有地は、

後世の造成によって平地化されたものであり、旧地形は現在よりも深い谷地であったと判断され

る。

現況からは、窯跡、灰原ともに保存状態は極めて良好であると判断でき、今後の調査によって

貴重な遺構群が多数検出される可能性は高い。これは、カムィヤキ古窯跡群が、国有林及び畑地

に包蔵されている故、地下遺構に掘削が及ぶことなく現在まで遺されている結果ともいえる。

ill-2. 検出遺構の概要

カムイヤキ古窯跡群では、これまで、窯跡10基、灰原20枚、掘り込み遺構 l基が確認されてい

る(伊仙町教育委員会1985a、b、2001)。その内訳は、阿三亀焼支群第 I地区 l地点(旧第 2

支群 1--7号窯及び付随灰原)、阿三亀焼支群第 E地区 l地点(旧第 1支群 1--7号窯及び付随

灰原、楕円形掘り込み遺構、灰原 1--5層)、阿三柳田支群(北)第 I地区 l地点(旧第 4支群

灰原上層、下層、整地土層)、伊仙東柳田支群第 I地区 1地点(旧第 5支群 4号窯灰原、 5号窯

及び付随灰原)、伊仙東柳田支群第E地区 l地点(旧第 6支群灰原)、伊仙平スコ支群第E地区2

地点(旧第 9支群 1号窯)、検福ウッタ支群第 I地区 1から 4地点(旧第10支群灰原 1--4)で

ある。他は、遺構露出等によって生産地点が確認されているのみで、実際の発掘調査は行なわれ

ていない。なお、工房跡、生産集団の集落跡、出荷地等の関連遺跡は未発見である。

残存状況が良好な数基の窯跡を見ると、いくつかの共通点が見出せる。花筒岩の岩盤を割り抜

いて窯が築かれる点、焚き口が極端に窄まったイチジク型の平面形態を呈する点、窯尻に斜行し

て煙道が設けられる点、無段式の地下式害窯構造を採用する点である。

9 



〉国

凶

〉

町j

回
HS.85 

C 

切 l句、滋;2
D 

F 

-回
忌
。

-as

-G 
167.73m 

167.41m 

F 十一

D 
164.00m 

c-~む4畠凶忌 ~-D
~t:;;;;;;;司Eも1

~í_ --y弘 J 164.∞m 

1 \~予/
一

1.阿三亀焼支群第E地区

1地点 1号窯

2. " 3号窯

.....1】 I3. " 5号祭

主1凶 I4.楕円形堀込遺構

宮 I 5.伊仙東柳田支群第I地区

1地点 5号窯

168.535m 

168.535m 
e b 

g
一m

 

zu 
qa 

医
1u

倒
h 

12可、

白
B 

5 

。 5m 

第4図検出遺構実測図

10 



III. カムイヤキ古窯跡群の概要

窯体は、焼成部長2.2mから3.4m、焼成部幅1.8mから2.2m程度の規模で、傾斜角度31
0

から

42
0

の急傾斜した燃焼部をもっO

窯に付随する設備として、煙道部に設置される排水溝(阿三亀焼支群第 2地点 l号窯、蓋石あ

り)や角磯や焼台が埋め込まれた燃焼部(阿三亀焼支群第E地区 1地点 1号窯、伊仙東柳田支群

第 I地区 l地点 5号窯)が挙げられる。これらは、本遺跡を特徴付ける絶対的要素とはならない

が、焼成技術を検討する上で重要な事例となる。今後の調査に際しては注意が必要であろう。

完掘された灰原は(阿三亀焼支群第E地点 1地点 3号窯灰原)、全長3m、幅 2m程度の規模

で、厚い箇所は約50cmを測る。灰原は地山掘削土を間層に挟んで堆積する場合が多く(阿三亀焼

支群第 2地点灰原 2------4層)、窯の構築と同時に灰原の整地を行なった様子が窺える。

番号 支群

1 阿三亀焼支群第 I地区 l地点

2 

3 

4 阿三亀焼支群第E地区 l地点

5 

6 

7 伊仙東柳田支群第 I地区 l地点

8 伊仙平スコ支群第E地区 l地点

ill-3. 出土遺物の概要

( 1 )生産品の特色

第3表

遺構名 主軸方位

5号窯 N-7
0 -w 

l号窯 N-86
0 -w 

2号窯 N-32
0 -w 

3号窯 N-91
0 -w 

4号窯 N -85
0 -w 

5号窯 N-87
0 -w 

5号窯 S -50 -w 

l号窯 S -44
0 -w 

生産品の特徴を以下に略述したい。

検出遺構計測表

全長 (m) 燃焼部幅焼成部長焼成部幅傾斜角度 備考

3.60 1.30 1.40 2.00 42
0 

8.40 0.73 3.40 1.80 31
0 

焚口一部欠損

(1. 40) 欠損 欠損 (1. 76) (20
0 
) 窯尻のみ残存

4.70 0.84 3.10 2.12 36
0 

(4.50) 0.85 2.80 (2.00) 36
0 

焼成部欠損

(4.00) 0.70 2.20 2.20 33。 窯尻欠損

3.50 0.90 2.00 1.60 37
0 

(3.00) 0.70 (1. 80) 1.80 34
0 

焼成部未調査

※(  )内は一部欠損または未完掘のため全長が不明なものの数値を示す

焼成 還元焔焼成で、焼き上がりは堅綴である。器の表面は青灰色を呈するが、還元が不十分

なため芯部は赤褐色の色調となる。焼きが悪く、赤褐色または黄褐色を呈し、質感が粉質な不良

品も多量に検出されている。

胎土 精製され、綴密である。含有成分は Feが多く、火山岩性の岩石(花筒岩)が風化した

粘土を素材とする(三辻2001)。混和材として石灰質の白色鉱物 (O.lmm------1 mm程度)が含まれる

が、その量は様々である。黒色の自然粕が薄くかかるものもある。

器種 壷、菱、鉢(摺り鉢を含む)、碗、水注の 5種である。なかでも壷が圧倒的多数を占め、

鉢、碗がこれに続く。

成形 器種を問わず、粘土積み上げ、叩打によって成形される。底部粘土板の側縁から粘土が

積まれる場合と、上端から積み上げられる場合がある。口頚部は、内器面側から粘土が接合され

るものと頚部屈曲点で接合されるものがある。壷斐類は当て具痕が粘土継ぎ目に沿って横回りに

確認できるため、底部、胴部、口縁部と分割して成形が行なわれたと推定できる(第 5図-1、

2)。口頚部にも叩き、当て具痕が認められ、底部から口縁部まで叩打によって成形された事が

わかる。

調整外器面は粗いナデ、ヘラケズリ(第 5図-3)、内器面には、回転ナデ、ヘラ状工具に

よる回転調整(第 5図-4)、回転によるハケ目が見られる(第 5図-5)。口縁部は入念な回転

ナデによって仕上げられる。

11 
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IlI.カムィヤキ古窯跡群の概要

文様 ヘラ描きによる波状沈線文が施される(第 5図-6)。数条の平行線によって波状沈線

を区画するものもある。壷に施文される例が多いが、一部鉢、碗にも認められる。

( 2 )出土遺物の分類

これまで刊行された 3冊の報告では、報告者によって分類基準が異なり、各支群からの出土資

料を一括して扱った分類は示されていない。ここでは、過去4次に渡る調査で検出された資料を

包括した、器種ごとの分類を提示する。叩き痕、当て具痕の特徴、焼成、器形、口縁部形態に着

目し、分類を行なった。

まず、出土遺物の製作上の特徴をもとに、以下の 2群に大別する。

A群:器壁は薄く、焼成が堅綴である。外器面には綾杉文(第 6図 1)、平行線文の叩き痕

が確認でき、内器部には格子目状の当て呉痕が残るものが非常に多い。格子目当て具痕

(第 6図… 2)は、碁盤日状に刻まれるものと蜘妹の巣状に刻まれるものがある。平行

線文、円文の当て具が用いられたものも少量ある。外器面が波状沈線文によって飾られ

る資料も多い。

B群:器壁は厚く、 A群と比して焼成が軟質な印象を受ける。外器面の叩き痕は、ナデ、ケズ

第 6図 A群、お群の特徴
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リによって消され、無文となる資料が多い(第 6図-3)。綾杉状の当て具痕(第 6図

-4)、平行線文当て具痕、花状文当て具痕が認められる。当て具痕は、 A群と比べて

まばらになり、叩打成形が簡略化される傾向が見受けられる。

これらは、器種、容量を問わず全ての資料に見られる特徴で、破片資料であってもおおよその

分別が可能で、ある。

続いて、器種ごとの分類を行なう。器種は、壷、菱、鉢、盤、碗、水注があり、これらを法量、

胴部形態、器形、口縁部断面形、口縁端部形態に着目し、次のように細分した。分類は、群を大

分類として先頭に、続いて器形、口縁部断面形の)11真に記号化して表記する。

①壷形

口径によって小査 (5cm -----lOcm前後)、中壷 (15cm前後)、大壷 (20cm前後----27cm) に分

類できる。胴部形態は、肩がなだらかに延びるもの(最大径胴部中位)と肩が開くもの(最大径

胴部上位)、胴が張る球形のものの 3種があり、前者は中壷、大壷に多く、後 2者は概ね小査に

対応する。

-器形

1 :口縁が外側に強く屈曲するものO

II:口縁が外傾ないし直立するものO

-口縁部断面形

1 .口縁部下端を回転によって挽き出し、角状に突出させるものO

2. 口縁部下端を回転によって挽き出すが、突出させずに平坦面をもたせるもの O

3 .口縁部下端の挽き出しが弱くなり、口縁部下端が丸みを帯びるものO

4. 口縁下端の突出が無くなり、鈍い稜線によって口縁が縁取られるものO

5. 口縁端部側縁が外方へ拡張し、三角形状を呈するものO

6.素口縁となるものO

-口縁端部

a.丸みを帯びる

b.平坦面を有する

c .凹面を有する

d.舌状に尖る

e. 内側に突出する

②聾形

口径によって大蚕 (30cm----35cm) と斐 (20cm----25cm) に分ける事が出来る。口縁部断面形、端

部形ともに査形の分類に準ずる。

-器形

1 :口縁が外側に強く屈曲するものO

II:口縁は短く、外傾ないし直立するものO

③鉢形

小鉢(口径lOcm前後)、中鉢 (20cm----25cm)、大鉢 (30cm----40cm)がある。器形よって以

14 



ill. カムイヤキ古窯跡群の概要

下のように分類した。口縁部断面、端面形は壷の分類と共通する。なお、播鉢も僅かに検出され

ているが、卸目の数が極端に少ないもの、縦横に卸目を入れるものがあり、一般的な中世陶器の

播鉢と様相が異なる。ここでは鉢形の部類として扱い、卸目ありと記載して区別することにした 0

.器形

1 .口縁が外側に強く屈曲するものO 体部は丸みを帯びるものと、直線的なものがある o

II. 口縁が外傾するもの。体部は丸みを帯びるものと、直線的なものがある。

皿.肩が張り、口縁部が直立するものO

N.無頚で、広口のものO 胴部は丸みを帯びるものと、直線的なものがある。

v.球胴で口縁が内湾するもの。

④盤

一点のみ検出されている。体部は直線的に立ち上がり、口縁はくの字状に屈曲して開口する。

⑤碗形

碗(口径15cm前後)、小碗(口径10cm前後)に分けられる。口縁部に玉縁をもつか否かに

よって器形を区別し、その形状によって細分を行なった。なお、以前の報告で、玉縁碗は大宰府

分類白磁碗N類を模倣した製品であることが指摘されている(伊仙町教育委員会1985a、b)。

-器形

1 .玉縁をもつものO 大部は湾曲するものと、直線的に開くものがある。

1 .玉縁は小さく表現され、断面が不整形な三角形状を呈するものO

2.玉縁が大きく表現され、明瞭な稜線をもって口縁が縁取られるものO

3.玉縁の中央部が凹み、口縁部下端が丸みを帯びるものO

II.玉縁をもたないものO 口縁部は丸くおさめられる。

1 .口縁部の先端が尖るもの

2.口縁端部が内傾するもの

3. 口縁端部が内湾するもの

⑥水注

水注は、注目、把手部分の出土がほとんどであり、全形を留める資料は検出されていない。沖

縄県国頭郡宜野座村立博物館に漢名ユウアギモー遺跡伝世品が展示されており、図化、掲載の許

可をいただいたので、参考資料として提示した。注目、把手の部分を欠損するが、注口は肩の部

分に付せられ、上方へと立ち上がる長い頚部から胴部中位にかけて把手が貼り付けられている。

なお、これまで長頚壷として報告されていたものは、水注の口縁部となる可能性がある。

心
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1 壷 I類
2 壷E類

3 :蓋 I類
4 :斐E類

5 :鉢I類
6 鉢E類

7 鉢E類

8 :鉢町類

9 鉢町類

10:鉢V類

11:鉢(卸目あり)

12 :盤

13 :碗 I類

14 :碗E類

15 :水注

第 7図 出土器種の分類図(1 ~ 12はS=1/6、 13~15は S = 1/4) 

l 、 2 、 4 、 5~9 、 11 ~ 14 :阿三亀焼支群第E地区、 3:伊仙東柳田支群第 I地区

10 :伊仙平スコ支群第E地区、 15:沖縄県宜野座村漢名ユウアギモー遺跡
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N.発掘調査の成果

.老議議議;手I長径三三~μぬ丞経手長i ぷ己単位十三I 後 髭滋.と弘万三三三引 |長会計盈臨機務沼町~.... 砂活将殿田昭会猶貯~電~!:ぶ帰還ωIII!I!I'IIIしなぷ..んい叩川 p い ..... … 一一一一川刊日以-立川山んね山川..  

i さ切線量窮~瀦躍蹴窟佑皮革沼野統計百五三-戸;雲三-沼山三五三日日ツ.
itい.空会・ 1竺きケ芳雰けた雰雰乍会-努?会委芸乃撚日-務:浮紘一:三三吉三存..  三I三:-
ν-1 阿三亀焼支群

伊仙町字阿三亀田、亀焼に位置する 3つの地区を指す。旧第 l支群、第 2支群、平成14年12月

に新しく発見された第12支群がこれに当たる。

( 1 )第 I地区 l地点(旧第 2支群、第 8図、付図 1) 

伊仙町字阿三字亀田1982に所在する。 1984年の重要遺跡確認調査によって、窯跡 7基が発見さ

れた(伊仙町教育委員会1985a)。当支群は現在、鹿児島県の県指定文化財として登録されている。

窯跡は、亀焼池の西側、東西方向に走る町道沿いの南側傾斜地に立地する。町道は、正陵の峯を

削平して建設されており、その北側は、農地整備事業の土地改良によって急激に傾斜し畑地へと

続く。前方のサトウキピ畑内には陶片、焼台片等が散乱している。

1998年の調査では、サトウキビ畑の地上下約 3mの深さに灰原が確認され、遺物が大量に検

出された(伊仙町教育委員会2001)。灰原は、南側に傾斜した状態で堆積しており、現在の畑地

は盛土によって造成されていることが分かる。畑の地下には、灰原が包蔵されていることは確実

であり、窯跡、灰原ともに保存状態は良好と言える。

第I地区 1地点採集遺物(第 9図、第4表)

前回の調査では、 A群の壷、護、鉢、碗が報告されている。ここでは、伊仙町立歴史民俗資料

館に所蔵されている採集遺物 6点を図化した。 1から 5は I類の壷で (A1 1 : 1、2、AI

2 : 3、A1 3 : 4、AI4:5)、6はA1 3類の碗である。

第8図阿三亀焼支群第 I地区 1地点(旧第2支群)遺構配置図

17 
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第9図 阿三亀焼支群第 I地区 1地点(1日第 2支群)採集遺物実測図

( 2 )第E地区 l地点(旧第 l支群、第10図、付図 1) 

窯跡群は、伊

仙から馬キ艮に向

かう農道沿い、

亀焼池敷地内の

北側斜面に位置

し、現在は立ち

入りができない

状況となってい

る。溜池等整備

事業の老朽溜池

改修工事中に発

見され、緊急調

査が行なわれた

(伊仙町教育委

員会1985b)。

調査の結果、

窯跡 7基、灰原

5箇所、楕円形

掘り込み遺構 1

基が検出されて

第10図 阿三亀焼支群第 E地区 1地点(旧第 1支群)遺構配置図

いる。付随する灰原の堆積状況から 2号窯→3号窯、 4号窯→ 6号窯→ 5号窯の順に構築された

ことが明らかになった。出土遺物は過去の調査資料の中で最も多い。

l号窯焚き口出土木炭のC14年代測定で、 1050土45Y. A D、2号窯、 3号窯床面の熱残留磁

気測定によって12世紀中頃から13世紀前半の年代が得られた。

18 



N.発掘調査の成果

第E地区 l地点出土遺物(第11図、第4表)

前回の調査ではA群、 B群ともに検出された。器種は壷、室、鉢、碗、水注で構成される。以

下に未報告資料6点を掲載する。 7から 9はI類の壷 (AI 2 : 8、AI3:9、AI4:7)、

10はAI 1類の碗である。 11、12はB群の資料で、 11は水注、 12はBII5類の壷である。

ァ、/) 
8 

ミ¥7

ァ= ごて 9

/ 

一て

¥
1
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第E地区 1地点(旧第 1支群)出土遺物実測図阿三亀焼支群第11図

阿三亀焼支群出土遺物観察表第 4表
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器種

壷

査

壷

査

壷

碗

一

壷

壷

壷

碗

査

群

A 

A 

番号

1

2
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6
一7
8
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l B 

( 3 )第田地区(旧第12支群、付図 1) 

伊仙町阿三560の国有林内に所在する。第 2地点の北側の傾斜地にあり、西側(第 1地点)

東側(第 2地点)の傾斜地に遺物が散布している。細片と焼台が採集されたが、その量は少ない。
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Y-2 阿三柳田(南)支群

伊仙町大字阿三小字柳田503の国有林に位置する支群である。確認された生産地区は現在のと

ころ 1箇所のみであるが、周辺に新たな地点が発見される可能性は高い。

( 1 )第 I地区 l地点(旧第 3支群、付図 2) 

尺人池の南側に隣接する国有林内に位置する。 1985年、ヨヲキ洞穴の調査時に発見され、ヤナ

ギダ古窯跡として報告されている(伊仙町教育委員会1986)。ヒラスク山東端にある尺八池より

南へ50m程下った、西側傾斜地の中腹に灰原が確認できる。灰原の前方には低湿地帯が広がり、

その南東側にはヨヲキ洞穴(縄文~中世)が対面する。西側の丘陵部に延びると見られる窯本体

は、町道建設によって破壊されたとみられる。

第 I地区 l地点採集遺物(第12図、第 5表)

前回の調査とヨヲキ洞穴の調査の際に採集された遺物を再録した。 A群の遺物のみ採集されて

おり、器種は全て壷形 (A1 1 : 1 -----3、A1 2 : 4、5、AI3:6-----8)である。

方川い
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阿三柳田(南)支群採集遺物観察表

成形、調整痕

外器面

回転ナデ
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回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

阿三柳田(南)支群第 I地区 1地点(旧第3支群)採集遺物実測図第12図

第 5表
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N.発掘調査の成果

lV-3 阿三柳田(北)支群

伊仙町大字阿三字柳田503に所在する。阿三柳田(南)支群から北東向けに500mほど隔てた丘

陵地一帯を指す。丘陵地表面は不透水性の岩盤(花両岩風化土)で覆われ、谷底には低湿地帯が

形成される。丘陵の尾根は現在道路となっており、西側は農地整備の削平によって地形が大幅に

改変されている。発見された生産地区はー箇所であるが、本来は、丘陵西側斜面にも窯跡が構築

されていたと想定される。

( 1 )第 I地区 l地点の調査(旧第 4支群、第13図、付図 3) 

伊仙から馬根に向かう町道沿いにあるファームポンド東側の国有林内、急激に傾斜する丘陵に

立地する。南側には赤田池がある。

平成 8年度の分布調査では、丘陵の中腹と麓(谷底の民有地との接点)から比較的多くの資料

が採集されおり、国有林内、民有地内に遺構が包蔵されている可能性が考えられる。平成15年度

に遺構、遺物の包蔵状態を確認する為、小規模な確認調査を行なった。以下に、調査の概要を述

べていきたい。調査面積は7.75ばである。

調査区

丘陵の中腹部に15メートル四方の平坦地が確認され、その周辺には遺物が散布する。平坦地西

側に接する土手状の高まりは、窯の構築に適した地形であると判断されたため、 2つのトレンチ

を設けて発掘調査を行なった。なお、前回の調査でも当地点に窯が構築されていた可能性が指摘

されている(伊仙町教育委員会2001)。

遺物の散布状況と微地形の観察から灰原と見られる箇所(平坦地と斜面の接点)にAトレンチ

(東西9.0XO.5m、南北3.5XO.5m) とBトレンチ (2.5m X O. 7m) を設定し、発掘調査を行

なったO 調査の結果、l灰原 2枚と整地土層 l枚が確認され、パンケース約20箱分の遺物が得られ

た。灰原は丘陵の傾斜に沿って北向きに堆積しており、当初予想した通り窯跡の存在を確認した。

灰原の検出状況から、土手状の高まりの斜面を利用して窯跡が構築されていたと見られる。

層序

土層は11枚確認され、内訳は遺物包含層 3枚、自然堆積層 8枚である。灰原は、厚い箇所で

25cm程度を測り、炭化物、焼土塊(窯の壁体片)、陶片を多量に含んでいる。これらを堆積}II買に

灰原上層、灰原下層とした。異なる窯から流出した灰原の名称、は通常算用数字を用いて統ーして

いるが、今回の調査では発掘面積が狭く、帰属する窯跡が不明で、あるため仮に灰原上層、下層と

名付けた。今後、調査区を広げ、灰原の面的な広がりと対応する窯跡を確認した上で、名称、を変

更していきたい。

灰原上層の下に、窯構築時の整地土層が確認され、ここからも大量の遺物が得られた。整地土

層に遺物が含まれているのは、地山掘削(窯構築)の際に、それ以前の廃棄窯及び灰原が破壊さ

れたからであろう 。整地土層は過去の土地改変による二次的な堆積層であると思われる。

これらの堆積状況から、灰原上層→灰原下層、整地土層→灰原上層の先後関係がわかるが、整

地土層と灰原下層の堆積順序は把握できなかった。

なお、出土遺物には、整地土層出土品 (4-A)、灰原上層出土品 (4-B)、灰原下層出土品

(4 -C) と注記している。
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N.発掘調査の成果
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第14図 阿三柳田(北)支群第 I地区 1地点(旧第4支群)灰原上層出土遺物実測図(1 ) 

灰原上層出土遺物(第14----16図、第 6表)

A群の壷、碗、鉢が検出されているが、壷が多数を占める。 1から12は壷である。器形は I類

(1----6)が多いが、僅かに E類 (7----9) も検出されている。口縁部形態は lから 4が認めら

れる。形骸化した耳が貼り付けられるもの(4 )や、内傾気味に直立した口縁をもっ小型の壷

( 9 )もある。 10----12は壷の底部である。 12は比較的大型の資料で、内器面には粘土継ぎ目が明

瞭に残り、縦方向のケズリ痕が認められる。 13から15は小さな玉縁をもっ碗である。 14は内面に

格子目の当て具痕を残している。 15は口縁端部に粘土紐を巻きつけることによって玉縁を作り出

している。 16から18は鉢である。 16は×印状のヘラ記号が施されている。
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。 20m 

第15図 阿三柳田(北)支群第 I地区 1地点(旧第 4支群)灰原上層出土遺物実測図(2 ) 
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第16図 阿三柳田(北)支群第 I地区 1地点(旧第 4支群)灰原上層出土遺物実測図(3 ) 

灰原下層出土遺物(第17図、第 6表)

A群の壷、碗、鉢が出土した。

壷 (19"-'28)の器形は I類のみで、口縁部形態は 2から 4がある。胴部にヘラ描きの波状沈線

文が施されるもの (20、22、23) も検出されている。

碗 (29"-'33)は、玉縁をもっ I類が出土した。鉢は、肩が張る小型のもの (34、35) と口縁が

強く屈曲するもの (36)がある。
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第17図 阿三柳田(北)支群第 I地区 1地点(旧第 4支群)灰原下層出土遺物実測図
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第18図 阿三柳田(北)支群第 I地区 1地点(旧第 4支群)整地土層出土遺物実測図(1 ) 
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第19図 阿三柳田(北)支群第 I地区 1地点(旧第4支群)整地土層出土遺物実測図(2 ) 

整地土層出土遺物(第18、19図、第 6表)

当該層からは比較的多くの遺物が検出された。器種はA群の壷、碗、鉢がある。壷は I類 (A

1 1 : 37---40、A1 2 : 41---46、A1 3 : 47---51) を主体とするが、 E類 (An 4 : 52---53、A

n 5 : 54、n6 : 55) も僅かに含まれている。碗は I類 (A1 1 : 58、A1 3 : 59---60) を主体

に、 E類 (An 1 : 61)が少量出土した。鉢は I類 (A1 2 : 63、A1 4 : 62)のみ検出されて

いる。
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阿三柳田(北)支群出土遺物観察表(1 ) 第 6表
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N.発掘調査の成果

灰原、整地土層出土の焼台(第20図、第 7表)

窯道具は、焼台が多く検出されている。土を不正形に担ね固めて成形されており、平面形は馬

蹄形を呈する。上面に焼き物が据えられる設置面を有し、縁辺には指頭圧痕が明瞭に残る。上面

を平行に据えると、下面は斜めにもちあがり、焼成部の傾斜角度と相関した角度が得られる。大

きさは大小各種あり、据え置く器の底径と対応するものと思われる。径、床設置面傾斜角度は、

窯詰の復元に当たって重要な要素となるであろう。

66 

67 

68 

。 10cm 

第20図 阿三柳田(北)支群第 I地区 1地点(旧第4支群)灰原、整地土層出土焼台実測図

第7表 阿三柳田(北)支群出土遺物観察表(2 ) 

番号 長軸 (cm) 短軸 (cm) 上面径 (cm) 傾斜角度 地区 出土地

64 8.3 7.6 5.7 29
0 

第 I 灰原上層

65 11. 0 10.5 6.5 26
0 

第 I 灰原上層
、

66 13.0 10.0 6.5 16。 第 I 灰原上層

67 9.5 8.0 4.9 30
0 

第 I 灰原下層

68 12.0 10.8 4.8 35.5
0 

第 I 灰原下層

69 14.1 13.2 8.8 280 

第 I 整地土層
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N-4 伊仙東柳田支群

伊仙町字東柳田に所在する。ヒラスク山から、南へ伸びた丘陵の東側斜面に立地する。旧第 5

支群と第 6支群が当支群に当たり、 4つの地点で生産跡が確認されている。

第 I地区 l、2地点(旧第 5支群)は、上述した丘陵の南端にある。農道敷設のため丘陵が削

平されており、その切り通し断面に、灰原や窯体の一部が露出した状況が窺える。

第E地区 1、2地点(旧第6支群)は第 I地区の北東側、牛舎とサトウキピ畑を挟んで対峠し

た丘陵斜面に位置する。正陵の中腹には緩やかな傾斜地が2箇所あり、それらの脇に遺物が散乱

している。

( 1 )第 I地区(旧第 5支群、付図 4) 

1地点

旧第 5支群 l号灰原から 8号灰原がこれに相当する。平成10年度に 5号窯本体および付随灰原

と5号窯を覆って堆積する 4号窯灰原の発掘調査が行なわれた。ただし、遺構の確認調査である

ため、両灰原とも完掘には至っていない。また、前面のサトウキピ畑でもトレンチ調査 (5mX 

7 m)が行われており、地表下約 2メートルの深さに灰原が2枚確認された。このことから、現

在の畑地は、窯創業時には、緩やかに傾斜する谷地であったと推定でき、窯本体は国有林内、灰

原は隣接する民有地内に包蔵されていることが明らかとなった。

前回の調査で出土した 4号窯灰原、 5号窯灰原の未発表資料を図化し、以下に報告する。両遺

構ともにA群が多く出土しているが(前回報告資料を含む)、第E地区からは B群の斐が 1点採

集された。

4号窯灰原出土遺物(第21図、第 8表)

器種は、壷が圧倒的に多い。壷の器形は全て I類 (Al1:1----4、AI 2 : 5、6、8、9、

A I 3 : 7、10、11)である。壷は、粘土接合痕を明瞭に残す粗い作りものや (7、10)、外面

に光沢のある自然紬がかかる焼成良好なものが検出されている (13)。碗 (AII 1 : 17)、鉢 (A

I 4 : 18) も一定量出土した。

5号窯灰原出土遺物(第22、23図、第 8表)

第22、23図に 5号窯灰原の出土遺物を掲載する。壷 (AI 1 : 19 ----22、AI 2 : 23----26、AI

3 : 27 ----33) を主体に、碗 (AI 1 : 38 ----40、AI 3 : 41、42、AII1 :44、AII 2 : 43)、鉢

(A I 3 : 45、46、AI 4 : 47)、套 (AI 2 : 48、AI 4 : 49----52)がある。

2地点(旧第 5支群北側)

第 l地点の北側約50mの小谷地に位置し、旧第 5支 9号灰原から11号灰原がこれに当たる。新

たに地点を設けたため、灰原の名称、も 9号灰原を l号灰原、 10号灰原を 2号灰原、 11号灰原を 3

号灰原にそれぞれ変更する。

( 2 )第E地区(旧第 6支群、付図 4) 

l地点

旧第 6支群の南側の小谷地、灰原が確認された地点と対応する。平成10年度の発掘調査では、

国有林に隣接する畑地の地下 1メートルに灰原が l枚確認された。このことから、遺構の一部は

民有地まで延びていることが明らかとなった。

灰原 2出土遺物及び l地点採集遺物(第24図、第 8表)

A群の査、窪、鉢、碗が主に出土した(前回報告を含む)0B群の斐も l点のみ採集されてい

る。 53から59はI類の壷である (AI 1 : 53 ----54、AI 2 : 55、AI 3 : 56 ----59) 0 II類 (AII 
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第21図 伊仙東柳田支群第 I地区 1地点(旧第 5支群南側) 4号窯灰原出土遺物実測図
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第22図 伊仙東柳田支群第 I地区 1地点(旧第5支群南側) 5号窯灰原出土遺物実測図(1 ) 
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51 

52 

第23図 伊仙東柳田支群第 I地区 1地点(旧第 5支群南側) 5号窯灰原出土遺物実測図(2 ) 
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第24図 伊仙東柳田支群第E地区 1地点(旧第6支群南側)灰原2出土及び採集遺物実測図

5 : 60)もl点のみ検出されているが、 I類が圧倒的に多い。 61はA群 (A1 4)、62はB群の

斐 (B1 4 : 61、Bn 5 : 62)である。

第2地点(旧第 6支群北側)

旧第 6支群北側の谷地にあたり、遺物が散乱している状況が確認できる。

34 



N.発掘調査の成果

伊仙東柳田支群出土遺物観察表第 8表
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N-5.伊仙平スコ支群

伊仙町字伊仙小字平スコに所在し、旧第 9支群がこれに当たる。ヒラスク山の山頂より北東側

に延びた丘陵上に位置する。東西方向に並んだ丘陵狭間の谷地から、灰原 7箇所、窯跡 1基、遺

物散布地 1箇所が確認された。これらが発見された谷地を、西から東の順に Iから E地区と名付

けた。第E地区、第E地区ではミカン畑造成のために、丘陵の縁辺部が削平されており、その切

り通しに灰原が露出している。当該支群からはB群の遺物のみ検出された。

( 1 )第 I地区(旧第 9支群西側、付図 5) 

l地点

当支群の西端に位置する地点である。丘陵を削平した崖面に灰原が確認されている。

r ヤ
¥
|
/

7二寸
イr 

/ 

「
¥
¥
i
/

日i
ilJ 口、)

{マト|

?一
ー~ー一一

/ 

20cm 。

伊仙平スコ支群第 E地区 1地点(旧第 9支群) 1号窯灰原中層出土遺物実測図
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N.発掘調査の成果
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第26図 伊仙平スコ支群第E地区 1地点(旧第 9支群) 1号窯灰原下層出土遺物実測図
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( 2 )第E地区(旧第 9支群中央、付図 5) 

l地点

前報告の灰原 1、2が発見された谷地に当たる。平成11年度に 1号窯の確認調査が行われた。

国有林内に位置し、立木の伐採ができないため、焚口から焼成部中程までの部分的な発掘に留ま

るが、イチジク形の無段地下容窯であると想定されている。

この窯跡に付随する灰原が3枚(上層、中層、下層)検出されており、層位的な発掘が行われ

ている。以下、中層、下層から出土した未発表資料を報告する。遺物はB群の壷、輩、鉢、碗、

水注の把手部分が検出された。

灰原中層出土遺物(第25図)

碗 (BII1:1)は1点のみ出土した。 2から 5は査の口縁部である (BII2:2、BII6:

3、BII5:4、BII5:5)。口縁が外傾ないし直立する E類のみが出土している。 6は内湾

する球胴形の無頚鉢 (BV 6)で、これまでに報告例が無い資料である。口縁が外方に拡張する

無頚の鉢 (BV 5) もある。 8、9は套 (BII6)で、直立した短い口縁をもっo 10は断面方形

を呈する棒状の資料である。上面、表面には鋭利な工具を用いた沈線が施文される。外面は入念

なナデが施される。破片資料であるため形の判別は難しいが、水注の把手部分として図化した。

灰原下層出土遺物(第26図)

B群の壷、鉢が検出されている。 11から16はE類の壷で (BII 5 : 11'"'-' 16)、口径は20cm前後

の大型品が多い。 17から20は鉢 (B1 5 : 17、BV 6 : 18、BN 5 : 19、BII 6 : 20)である。

種類は豊富で、様々な器形のものが検出されている。 20は大型の鉢で、内面には回転を用いたハケ

日調整、ヘラ記号が施される。

2地点

1地点よりも丘陵側に登った地点に遺物が散布している。

( 3 )第田地区(旧第 9支群東側、付図 5) 

① 1地点

前報告で灰原 3が発見された東側の谷地である。新たに 2箇所灰原が確認されたので、追加し

て報告する。
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N.発掘調査の成果

lV-6 検福イヤ川支群

伊仙町字検福小字イヤ川に所在する。旧第 7支群、 8支群に新たに発見された第13支群を加え

て検福イヤ川支群と呼ぶ。旧第 7支群を基点として、反時計回りに Iから N地区と区分けした。

発掘調査は行なわれておらず、遺物が少量採集されたのみである。

( 1 )第 I地区(付図 5)

① l地点

旧第 7支群北側の谷地に該当する。 B群の壷が3点採集されている。

( 2 )第E地区(付図 5) 

① l地点

旧第 7支群南側の狭小な谷地がこれに当たる。丘陵の縁辺は耕作によって削り落とされており、

その断面に灰原が確認できる。

( 3 )第田地区(付図 5) 

① l、2地点

平成15年度に新たに発見された旧第13支群を第田地区とする。谷地(1地点)と丘陵の中腹

(2地点)に遺物散布地が2箇所ずつ発見されている。

(4 )第W地区(付図 5)

① 1地点

旧第 8支群である。検福イヤ川支群の中で、最も北側に位置する。平成10年度の分布調査で遺

物散布地が4箇所に確認されている。 A群の壷が採集されたが、現在のところその数は少ない。

lV-7 検福ウッタ支群

伊仙町字検福小字ウッタに所在する。ヒラスク山の山頂から北東側に延びた丘陵を取り囲むよ

うに窯跡群が分布している。旧第10支群と第11支群とをあわせて検福ウッタ支群と呼ぶ。丘陵を

当該支群は、カムイヤキ古窯跡群の中で最も東端に位置する。遺構が発見されている谷地をそれ

ぞれ Iから V地区と名付けた。発見された灰原からは比較的多くの遺物が得られている。

( 1 )第 I地区 l地点(旧第10支群、付図 6) 

旧第10支群、灰原 1が発見された谷地である。 A群の壷、斐が検出されている。新たに 1点を

図化した(第27図 -1)。

( 2 )第E地区 l地点(旧第10支群、付図 6) 

旧第10支群灰原 2がある谷地を第E地区とする。

灰原 l出土遺物(第27図2----5)

A群の壷、鉢、碗が検出されている。未報告の壷 4点を掲載した (A1 : 2 ----4、AII6:

5 )。

( 3 )第皿地区 l地点(I日第10支群、付図 6) 

旧第10支群灰原 3と対応する地区である。 B群の壷、妻、鉢が報告されている。

( 4 )第N地区 l地点(旧第10支群、付図 6) 

旧第10支群灰原 4が確認された狭小な谷地に当たる。 B群の壷、鉢が出土した。

( 5 )第V地区 l地点(旧第11支群、付図 6) 

旧第11支群に相当する。灰原 2箇所と遺物散布地 1箇所が確認できる。

( 6 )第VI地区 l地点(旧第11支群、付図 6) 
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旧第11支群南端の地点である。谷底にあたる民有地に遺物が散乱している。

777  F一一 二二r3

年三 i 戸ヤ

1
kノア一 1.45 

。 20cm 

第27図 検福ウッタ支群第E地区 1地点(旧第10支群)灰原出土遺物実測図

第10表検福ウッタ支群出土遺物観察表

調整、文様
番号 群 器種 径 (cm) 器形 断面形 焼成 地区 出土地

外器面 内器面

壷 5 回転ナデ 回転ナデ 良好 第 I 灰原 l

2 宣ー~ 15.0 回転ナデ 回転ナデ 良好 第E 灰原 2

3 A 軍t金= 15.0 回転ナデ 回転ナデ 良好 第E 灰原 2

4 軍t企~ 23.0 回転ナデ 回転ナデ 良好 第E 灰原 2

5 壷 12.0 6 回転ナデ 回転ナデ 良好 第E 灰原 2
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v.自然科学的分析
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V-l カムィヤキ古窯跡群の物理探査

西日和彦(兵庫県教育委員会)

( 1 )はじめに

伊仙町教育委員会ではカムイヤキ古窯跡群の史跡指定に向けて、その実態を探るため確認調査

や分布調査を実施している。このたび、広域に広がる窯跡群の各支群内の窯の基数や位置などを

樹木の伐採をすることなく、さらに発掘作業によらず、より詳細な資料を得るために物理探査を

採用することになった。

探査作業は、平成15年3月にカムイヤキ古窯跡での磁気探査の有効性を探るため窯跡群伊仙東

柳田支群第 I地区(旧第 5支群)で試験的に確認探査を行なった第 1固から、同年12月と平成16

年3月の合計3回実施した。探査には西村康氏の作業指導のもと西口和彦、池田楽史と琉球大学

学生が行なった。

( 2 )探査の方法

磁気探査とは

一般に土壌には鉄の粒子が多く含まれ、鉄は強磁性体である。強磁性体がある一定温度

(キューリー温度 鉄:770
0

C)以上に熱せられるとそれまで保持してきた磁性を失い、次に冷却

する過程でその時の外部磁場(地球磁場)に沿った方向に再び磁性を獲得する(熱残留磁気)。

その結果熱を受けた箇所(被熱箇所)は周囲に比べて相対的に磁気の強い場所(磁気異常箇所)

として存在することになる。瓦や土器の窯は焼成に1200
0

C---1300
o

Cに加熱され、焼成後常温に戻

るので熱残留磁化した対象といえる。

窯跡の磁気探査とは磁気異常を示している箇所を探ることである。磁気異常と言ってもその異

常数値は微細なもので、探査測定区内や周辺に鉄製品が存在するとその鉄製品がもたらす強力な

磁場が測定に影響(ノイズ)を与え、測定成果解析を困難なものにする場合がある。窯跡の磁気

探査では極力周辺に磁気を帯びる物体が存在しないことが望まれる。

試験探査の結果、カムイヤキでは土壌に鉄分が多いためか、通常みるより磁気異常の程度が大

きく、磁気探査が有効なことが判明した。

第 1回目の探査作業で補助的に伊仙東柳田支群第 I地区(旧第 5支群)の一部で電気探査を行

ない、磁気探査の成果の検証を行なった。電気探査は地中に電気を流し地中の電気抵抗を測定し、

地中に含まれている物体を推測する手法である。一般に地中に水分が多く含まれていると電気抵

抗は低く、乾燥していたり磯や空洞などが存在すればその箇所の抵抗は高いと考えられる。窯が

崩壊せず遺存していれば地中に空洞が存在することとなり、電気抵抗は高いと考えられる。天井

部や窯壁部が崩落していればその箇所は斜面に溝状として残存することになる。そのような場合

には、溝底部に土壌粒子の細かい土が堆積することで水分を多く含み、電気抵抗の低い箇所とし

て存在すると予想される。

探査の機器と手法

磁気探査に使用した機器は、イギリス GeoscanResearch社製FM18フラックスゲート磁力計

(Fluxgate Magnetometer) とカナダGEMシステム社製GSM-8プロトン磁力計 (Proton

Magnetometer)である。各探査成果図ではフラックスゲート磁力計は iFMJ、プロトン磁力
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計は iPMJ と表示している。

フラックスゲート磁力計(磁気傾斜測定)は上

下のセンサーで全磁力の鉛直成分を測定しその差

を表示する(下のセンサーの鉛直成分一上のセン

サーの鉛直成分=差)。

プロトン磁力計(全磁力測定)ではケーブルで

結ぼれた 2台のセンサーを使用し、各センサーで

全磁力を測 定する(2台連動法)0 1台のセン

サーを固定(定点)し、他の l台で測定区内を移

動測定(移動点)する。移動点一定点=測定成果

となる。それぞれの機器は測定している対象の磁

気成分が異なっているので成果図においては異

なった表示となる。

ブラックスゲート磁力計は、ほぼ歩行速度に近

い速度で測定が出来るが探査深度に限界がある。

プロトン磁力計はやや測定に時間がかかるが探査

深度は深く、より詳細に探ることが出来る。ここ

での探査では、フラックスゲート磁力計で探査対

象地を広く測定後、顕著な磁気異常箇所や注意を

ヲ|く箇所をプロトン磁力計で再度、範囲を限定し

て測定し、測定成果の精度向上に努めた。

電気探査の測定には GeoscanResearch社製

のRM15電気抵抗測定器 (ResistanceMeter) を使用し電極配列には 2極法を採用した。伊仙東

柳田支群第 I地区(旧第 5支群)のA地区で磁気異常が認められた箇所を測定している。測定対

象深度は 2mとL電極の移動間隔は縦横とも 1mで、ある。探査成果図では iRMJ と表示してい

る。

測定範囲(第31--37図)

7つの支群の探査を実施した。支群内で土器の多く散

布している箇所、崖面に灰原が認められる箇所などの上

方部分を選び、地形に合わせ測定地区を設定した。成果

図では、支群名称、の頭文字をアルファベットで表し(阿

三亀焼 :AK、阿三柳田(南):AY(S)、阿三柳田(北): 

AY (N)、伊仙東柳田 :IHY、伊仙平スコ :IHS、検福イ

ヤ川 :KI、検福ウッタ :KU)、支群を Groupとした。同

一支群内で複数の測定地区を設けた場合にはアルファ

ベットで地区分けを行なった。ほとんどの箇所で高位所

から低位所へかけて測定しているので、成果図では上が

地形的に高い方向を表す。また測定地区設定の原点を

( 0・0) とし右方向と上方向にプラス、左・下方向に

はマイナスで距離を表している。設定位置図では原点の

フラックスゲート磁力計測定風景第28図

プロトン磁力計測定風景第29図

?
j
;
 

電気探査測定風景第30図
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V.自然科学的分析

位置をOで示している。両磁気測定とも測定は 1m問隔で、観測点間隔も 1mで

磁気探査の成果図は、測定数値(ナノテスラ nT町)の高数値から低数値を暖色から寒色に色分

けし、等磁力線(正の数値は実線、負は破線)を加えて表現している O 成果図における磁気異常

の表現は、高および低数値の集合で北側に負、南側に正と表現されるのが一般的である。成果図

での色調は測定区内での相対的な色分けで、電気探査においても同様である。磁気異常が認めら

れる箇所をアルファベットにて示している。測定精度は KIGroupのみがO.lnTで、その他は両

磁気測定とも 1nTである。

電気探査の成果図も磁気探査と同様に測定数値(見かけ比抵抗)の高数値から低数値を色分け

し等比抵抗線を加えている。測定時の出力電力は100V、1mrnAである。

( 3 )探査成果(第38~49図)

各支群毎に磁気傾斜測定 (FM)、全磁力測定 (PM)の順で記す。

AKGroup A (FM) A. Bに磁気異常が認められる。それ以外にもやや弱い異常箇所が認め

られるが、全体に平均化された測定数値が広がり A.B以外に注意される箇所は無い。 Aの位置

は地形的には低い箇所であるが、窯の可能性がある。

AKGroup B (F M) Aから Gにかけ磁気異常が認められる。特にE.Fは規模が大きく複数

の窯が想定される。

AKGroup C (FM) A. Bに強い磁気異常が認められる。 Cにもやや弱いが異常がある。 D

は異常箇所の一部を捉えている様である。 Aから Cは既に確認されている窯である。 Dは未確認

の窯か若しくはそれ以外の被熱箇所の可能性がある。

AY (S) Group A (FM) B ・C.Dに明確な異常箇所が認められ、 3基の窯跡の存在が想

定される。 Aにも磁気異常が有り遺構の可能性も考えられるが他の箇所の異常と比べると規模が

小さく窯跡とは考えにくい。また、 Eはコンクリート杭が埋設されている箇所でその中の鉄筋に

よる反応で測定を中止した箇所である。

AY (S) Group B (FM) A地区の南に広がる平坦地である。 A ・B.Cに規模の小さい異常

箇所が認められるがA地区のAと同様に窯跡の可能性は少ないと考える。 Dは非常に強い異常で、

ある。被熱以外のものである。 Eは電柱の支え(アンカー)の箇所で測定を中止した箇所である。

阿三柳田(南)支群ではA地区に窯が築かれ、隣接した平坦なB地区には工房などの存在が考え

られる。

AY (N) GroupA (FM) 西から東に下がる傾斜地である。測定区の南側に多くの磁気異常

が認められる。 A ・B.Cが典型的な被熱箇所である。特にCの南上方C' にも変化が続き複数

の窯の可能性がある。やや弱い変化はEの地点にも認められ、窯の存在が想定される。 Aの北側

に広域に磁気異常を示すDが認められる。地形と位置からAの窯の灰原中の土器片や焼台などの

影響によるものと考えられる。

AY (N) Group A (P M) 磁気傾斜測定 (FM)で認められた異常箇所を限定して測定した。

ほぼ同じ箇所にC.C'の磁気異常があり、 Eにも明確な異常が認められる。測定区内には 3基

の窯の存在が推測される。

IHYGroup A (F M) カムイヤキ古窯跡で最初に磁気探査を行なった支群である。 Aから Dの

磁気異常箇所が認められ、 Aはかつて試掘された 5号窯である。その南側のBにも異常があり、

窯が存在する。 CとDは平面的に広がった磁気異常であり、灰原によるものと考える。
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IHYGroup B (F M) A地区から北に延びる斜面である。一部南東部の測定区がA地区に重

なっている。 AはA地区のA (5号窯)に当たる。 Bから Fに5箇所の異常箇所が認められる O

Bの異常箇所はさらに東へ、すなわち斜面上部B'へ延びている。異常の規模から斜面の上部と

下部に窯の存在が推測される。 Eも異常で、あるが他と比べるとその表れ方が異なっている。

IHYGroup B (P M) 磁気傾斜測定の起点から北に20m、西に 4mを新たな起点として測定

している。 Eがフラックスゲート磁力計による測定で表れた箇所と同一地点である。明確に磁気

異常を表し、深い位置に窯の存在が推測される。

IHYGroup A (R M) 測定区の中央で北西から南東にかけ比抵抗値の低い箇所Aが広がってい

る。測定起点の違いで図面表示が異なるがAの箇所は磁気傾斜測定のBの窯に当たる。窯の崩壊

により地中で溝状に窪んだ状態になっている可能性が考えられる。

IHYGroup C (FM) B ・C'Dに磁気異常箇所がある。異常の範囲が大きいので同一斜面に

連続した複数の窯の存在が推測される。 A及びEにもやや弱いが変化があり、注意がヲ|かれる。

IHSGroup A (FM) A ・B'Cに異常箇所が認められる。地形的に検討してAは窯でBはそ

の灰原による異常と考えられる。 CはAに近接した他の窯なのかどうか探査のみでは判読できな

い。測定区北端にDが認められる。被熱による反応表現の一部であるが被熱箇所本体は測定区外

に存在しているようで、遺構(窯)かどうか判読できない。

IHSGroup B (FM) 磁気傾斜測定では明確に被熱箇所を明示する成果は得られていない。あ

えて挙げると A ・B.Cがある。斜面下の崖断面に灰原が目視されるので、窯の存在が推測され

るが、窯体が深く埋まっている可能性がある。全磁力測定で再確認が必要な箇所である。

KIGroup A ( F M) 被熱遺構すなわち窯跡と認められる箇所はBである。その他の箇所は窯跡

の可能性はあるが地形を考慮するとやや不確定である。 Fも磁気異常ではあるが斜面下方であり

灰原に起因すると考えられる。

KIGroup B (FM) 強く異常を表している箇所はA.BとFである。 BとFは連続しており複

数の窯が想定される。より詳細に異常箇所を探すと C・D. E (A地区のBに当たる)と Gが被

熱箇所の候補にあがる。遺物の散布範囲から考えると、窯が地中深く埋没している可能性がある。

KIGroup C (FM) A ・B ・C.Dに異常箇所が認められる。 4基の窯が想定されるが、 Bに

は接近して複数の窯の存在が推測される。

KUGroup A (F M) A ・B ・C.Dに異常箇所が認められる。 A以外は規模が小さく窯でな

い可能性がある。 Aの北側Eにも変化が認められる。規模が大きく窯とも考えられるがAの窯の

灰原のよる反応の可能性もある。 F.Gにも異常箇所が認められ、 Fは灰原、 Gは窯の可能性が

ある。

KUGroup B (F M . P M) 磁気傾斜測定後、測定区域を限定し全磁力測定を行なった。磁気

傾斜測定では、 AとBに被熱の痕跡が認められる。 Cの反応は非常に強く金属によるものと思わ

れる。全磁力測定でも同様である。両測定の結果、 B地区には 2箇所の被熱箇所が認められる。

ただし、 Bを窯跡とするとややAよりも'規模が小さい。

KUGroup D (F M) Aから A' とBから B' に異常箇所が認められる。傾斜に直交しており

A.Bの2基の窯が想定される。

KUGroup E (PM) A. Bに全磁力測定では典型的な磁気異常が認められる。並行に並んだ

2基の窯が存在している。
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V.自然科学的分析

KUGroup E -2 (P M) A地区の南に一見、窯が陥没した状況の窪地が存在する。窯跡かど

うか判断するために実施した。成果図のAを中心に東西約 5m程が窪地で、あるが、被熱による磁

気異常は認められず、窯跡ではないとした。同様な窪地は周辺に数箇所認められる。 BはA地区

のBである。

KUGroup F (F M) AとBに異常が認められるが、 Aは強い異常であり被熱以外の反応であ

る。 Bは窯の可能性がある。

( 4 )おわりに

各支群における窯跡の基数と位置を求めることを目的に磁気探査を行なった。磁気異常箇所は

上記のとおりである。すべての異常が被熱遺構(窯跡)とは限らないが、地表観察で見られる灰

原の位置と探査で見られた磁気異常箇所を比べると、ほぼ対応しているのが解る。また、磁気傾

斜測定では不明瞭であった箇所が全磁力測定で明確に測定された。磁気探査では、窯の埋没深度

を考慮しフラックスゲート磁力計とプロトン磁力計、それぞれの機器の有効測定深度を踏まえた

測定作業が必要であることも再確認された。

特に AY(N) GroupのAやIHYGroupのBでみたように、窯体に起因するとみられる磁気異

常が連続して斜面上方へ延び、それが2基の窯体として分離して理解できる可能性が探査により

指摘できることは、注目されてよいと考える。

カムイヤキ古窯跡群での物理的な探査作業は、極めて有効であると考えられる。探査によって

得られた反応地点の中には、地表面の観察では全く痕跡を認めることができないものもあり、一

部の試掘調査も必要となろう。

今後、磁気探査に加え電気探査や地中レーダー探査などの他の探査法を併用すれば、より詳細

に地下の状況が判明するであろう。また、その成果を参考に考古学的調査を進めれば、効率的な

カムィヤキ古窯跡群の学術調査の成果が上がるものと考える。

追記

*探査期間及び探査参加者は以下のとおりである。

第 l回目平成15年3月5日------7日

西村康、西口和彦、池田楽史

稲福恭子(琉球大学大学院修士 l年)

第 2回目平成15年12月7日------14日

西村康、西口和彦、池田楽史

主税英徳(琉球大学3年)、川満幸将(同 3年)、田中雄一郎(同 2年)

杉山健雄(同 2年)

第3回目平成16年 3月3日------12日

西口和彦、池田楽史

主税英徳 (4年)、杉山健雄(3年)
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阿三亀焼支群第E、第E地区

第31図 測定 範囲 1
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V.自然科学的分析
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V-2 徳之島カムィヤキ古窯跡群出土陶器の化学的特性

三辻利一(大谷女子大学)

( 1 )はじめに

徳之島、カムイヤキ窯跡群出土陶器については以前にも分析したことがある。 Fe量が他地域

の陶器に比べて、きわだ、って多いという特徴をもっo K-Ca、Rb-Srの両分布図のうち、 Rb-Sr分

布図では比較的よくまとまって分布するのに対して、 K，.Ca分布図では大部分の試料はまとまっ

て分布するものの、Ca量が異常に多い試料も時折検出され、後背地を構成する石灰岩片による汚

染があることを伺わせた。少数の試料の Ca異常値を除去すると、大部分の試料はよくまとまり、

K-Ca分布図でもカムイヤキ領域を形成した。

その後、徳之島内でさらに多数の窯跡が発見され、 100基を越える窯跡を擁する中世初期の陶

器の大生産地であることが判明した。当然、その陶器の生産は徳之島内部の需要に応えるための

ものだけではない。その製品は南西諸島はもちろん、遠く遠距離の消費地遺跡にまで供給されて

いた可能性をもっO そうなると、カムイヤキ窯群の陶器の生産と供給の問題は中世社会史の一つ

の問題として浮上してくることになる。そのことを想定すると、改めて、多数の窯跡から出土し

た陶器片を大量に分析し、カムイヤキ陶器の化学的特性を再確認しておくことは必要である。こ

のような考え方で、試料の採集地点の数を増やし、 400点を越える大量の試料を分析した。この

ような大量の陶器試料を分析処理できる唯一の分析装置は完全自動式の蛍光X線分析装置である。

筆者は30年来、奈良教育大学、大谷女子大学と鹿児島国際大学で都合、 4台の装置を駆使し、 10

万点を越える土器試料の分析の経験をもっO この経験をもとに、カムイヤキ陶器の化学的特性を

まとめてみた。

( 2 )試料作成法と分析法

陶器片試料は表面を手動式の研磨機で研磨し、表面付着物を除去したのち、タングステンカー

バイド製乳鉢の中で100メッシュ以下に粉砕された。粉末試料は塩化ピニル製のリングを枠にし

て、 10トンの圧力をかけてプレスし、内径20mm、厚さ 5mmの錠剤試料を作成した。標準試料

を含めてすべての蛍光X線分析用試料はこのようにして一定形状にした。蛍光X線分析は相対分

析であり、測定試料の形状を一定にそろえることは分析の必要条件である。また、表面分析でも

あるので、試料表面を汚さないように錠剤試料を保存することが大切である。錠剤試料は試料容

器に詰め込まれ、自動試料交換機にセットされ、分析された。分析装置は理学電機製 RIX2100

(波長分散型)を使用した。使用したX線管球は Rh(3.0kW)である。測定条件は50kV、50mA

である。この装置には50個の試料が搭載できる自動試料交換機が連結されている。完全自動式の

分析装置である。

50試料のうち、 2個は PHA調整用と定量分析用の標準試料である。残る48試料が実試料であ

る。定量分析の標準試料として、岩石標準試料、 JG-1が使用された。分析値は JG-1の対応

する元素の正味の蛍光X線強度を使って標準化された値で表示された。分析元素は Na、K、Ca、

Fe、Rb、Srの6元素である。

( 3 )分析結果

全分析データは第11表にまとめられている。今回はこのデータのうち、 K、Ca、Rb、Srの4
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元素を使用し、試料採集地点ごとに K-Ca、Rb-Srの両分布図を作成し、自に見える形でデータ解

析することにした。なお、すべての図にはカムイヤキの基準領域を描いてある。全分析値をでき

るだけ多く包含するように、かつ、領域としてはできるだけ小さくなるようにして基準領域を設

定した。この領域は任意に描いたものであり、定量的に領界を示している訳ではないが、各地点

で採集した試料の分布の偏りを理解するうえには有効である。そのために描いた比較対照のため

の領域なのである。

第50図には阿三柳田(南)支群 A地点で採集した陶器片試料の両分布図である。 4点の試料

はRb-Sr分布図では基準領域内に分布するものの、K-Ca分布図では 4点とも基準領域外にずれて

分布した。通常、岩石、粘土、やきもの試料では CaとSrは正の相関性を示す場合が多い。その

ため、 Ca量が多ければ、それに対応するように、 Sr量も多くなる。しかし、今回の場合は正の

相関性はもたず、Caのみが多くなり、基準領域外にずれたと解釈される試料が検出された。この

「ずれ」は徳之島の地質の基盤を構成する火山岩に挟まれて介在する石灰岩に起因するものと推

察される。石灰岩による汚染があると、土器の胎土中には Ca量が異常にかつ、不規則に多くな

ると推察される。なお、 l点の窯壁試料は、Fe量は多いという共通点はもつものの、両分布図で

は陶器片試料とは全く異なる化学的特徴をもち、窯壁粘土は陶器の素材粘土とは異なることを示

している。

第51図には阿三柳田(南)支群第 I地区B地点で採集した陶器片の両分布図を示す。RbSr分布

図では大部分の試料は基準領域に分布するが、逆に、 KCa分布図ではほとんどすべての試料は基

準領域外に分布した。いずれの陶器片も石灰岩の汚染を受けた粘土を使用したものと推察される。

この結果、阿三柳田(南)支群の陶器片はいずれも、石灰岩の汚染をうけた粘土を素材として焼

成した陶器であることがわかった。

これらのデータは、阿三柳田(南)支群は石灰岩による汚染が多い粘土が広がっている地域で

あることを示している。

第52図、第53図には阿三柳田(北)支群のA、B地点で採集した試料の両分布図を示しである。

いずれも、 Rb-Sr分布図ではすべての試料が基準領域に分布するにも関わらず、 K-Ca分布

図ではほとんどの試料は基準領域外に分布した。したがって、阿三柳田(北)支群の陶器片試料

も石灰岩の汚染を受けた粘土を素材として焼成したものと推察された。阿三柳田(北)支群も阿

三柳田(南)支群同様、石灰岩による汚染が多い粘土が分布する地域である。

第54図には伊仙東柳田支群A地点で採集した試料の両分布図を示す。 Rb-Sr分布図では殆どの

試料は基準領域内に分布する。しかし、 K-Ca分布図では半数近い試料は基準領域内に分布する

ものの、大部分の試料は基準領域外に分布した。したがって、この地点で採集した陶器も石灰岩

で汚染した粘土を素材として焼成したものであることがわかる。ところが、伊仙東柳田支群でも

他の地点で採集した陶器の K-Ca分布は一変する。

第55図には伊仙東柳田支群B地点で採集した陶器片試料の両分布図を示す。 1点を除いて他の

すべての試料は両分布図において、基準領域内に分布した。このことは石灰岩による汚染が殆ど

ない粘土を素材として陶器を焼成したことを示している。古代の軟質土器である縄文土器、弥生

土器、土師器の胎土には Ca量が多い場合がしばしばあるが、古代陶器である須恵器には Ca量が

少ないものが殆どである。このことは Ca量が多いと、融点が下がり、高温で粘土が焼結するこ

とを妨害し、その結果、固い「やきものjが出来難いことを示している。いわば、Ca量が多い粘

土は良質の粘土ではないことを意味する。このことから推察すると、徳之島内でも、高温焼成し

66 



v.自然科学的分析

て上手く焼結する粘土と、焼結しない粘土が分布しており、経験的に良質の粘土を選択して陶器

を制作したことを示唆している。

第56図から第60図には伊仙東柳田支群C地点から第G地点までで採集した陶器片試料の両分布

図を示す。第4地点で 2点 Ca量の多い試料があるが、他はいずれも、基準領域内に分布してお

り、伊仙東柳田支群第 I地区でも良質の粘土を素材として陶器を制作したものと推察される。こ

れらのデータは伊仙東柳田支群第 I地区の地域には、阿三柳田(南)支群、阿三柳田(北)支群

とは違い、石灰岩の汚染を受けていない粘土が広がって分布していることを示している。

なお、第57図と第59図には窯壁試料もプロットしであるが、いずれも、カムイヤキの基準領域

外に大きくずれて分布しており、陶器の素材粘土とは異なる粘土であることを明示している。窯

壁試料は陶器試料に比べて、 K、Ca、Rb、Sr量がいずれも少ないという共通の特徴をもつことが

わかる。窯壁粘土の Ca量が少ないということは石灰岩による汚染が少ないことを示している。

第61図には伊仙東柳田支群H地点で採集した陶器試料の両分布図を示す。すべての試料は両分

布図で基準領域に分布しており、石灰岩の汚染がない粘土を素材としたことを明示している。こ

れが本来のカムィヤキ陶器の素材粘土であろう。

第62図には伊仙東柳田支群 I地点で採集した陶器片試料の両分布図を示す。 3点の試料がK-

Ca分布図で基準領域をずれ、石灰岩で汚染した粘土を使用したが、他はすべて、石灰岩の汚染

がない粘土を素材として使用したことを示している。

第63図には伊仙平スコ支群A地点で採集した陶器片試料の両分布図を示す。すべての試料が両

分布図で基準領域内に分布し、石灰岩による汚染がない粘土を素材として使用したことを示した。

第64図から第68図には検福イヤ川支群のA地点から E地点までで採集した陶器試料の両分布図

を示す。すべての陶器試料は両分布図で基準領域内に分布しており、石灰岩の汚染のない粘土を

素材として使用したことを明示している。検福イヤ川支群第 I地区も石灰岩の汚染が少ない粘土

が分布する地域である。

第69図には検福イヤ川支群F地点で採集した陶器試料の両分布図を示す。資料は大部分が石灰

岩の汚染を受けていない粘土を使用しているが、 3点には汚染が認められる。

第70図から第73図には検福イヤ川支群の G地点から J地点で採集した陶器試料の両分布図を示

す。例外なく、すべての試料は両分布図で基準領域内に分布し、石灰岩による汚染がない粘土を

素材として使用したことを明示している。しかし、第74図に示すように、 K地点で採集した陶器

試料の中には、 2点だけがK-Ca分布図で基準領域外に分布し、石灰岩によって汚染した粘土を

使用したことがわかる。検福イヤ川支群第N地区も石灰岩による汚染が少ない粘土が分布する地

域である。

第75図には検福ウッタ支群A地点で採集した陶器片試料の両分布図を示す。すべての試料は基

準領域内に分布し、石灰岩による汚染がない粘土を素材として使用したことを示しているが、基

準領域内における分布位置がこれまでの試料とは少し異なっており、粘土の化学的特性に若干の

差違があることがわかった。第76図には検福ウッタ支群のB地点で採集した陶器片試料の両分布

図を示す。 1点石灰岩の汚染した粘土を使用した陶器があるが、他はすべて、石灰岩の汚染のな

い粘土を素材として使用した陶器である。しかし、大部分の試料は K-Ca分布図で基準領域の右

端に集中して分布し、石灰岩による汚染が少しある粘土を使用したことを示している。第77図に

は検福ウッタ支群の第D地点で採集した陶器片試料の両分布図を示す。 2点が石灰岩による汚染

があった粘土を使用したことを示している。しかし、他の試料は基準領域全体に広がって分布し
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ており、石灰岩による汚染が殆どない粘土を使用したことを示している。

第78図には検福ウッタ支群第E地区で採集した陶器の両分布図を示す。すべての試料は両分布

図で基準領域内に分布したが、その分布位置は領域内の左側に偏っており、伊仙東柳田支群、伊

仙平スコ支群、検福イヤ川支群の陶器の胎土とは少し異なる胎土であることを示している。むし

ろ、検福ウッタ支群A地点で採集した陶器の胎土と類似した化学的特徴をもつことを示している。

第79図には阿三亀焼支群第E地区A地点の陶器の両分布図を示す。 4点の試料は Rb-Sr分布図

では基準領域内に分布するものの、K-Ca分布図では明らかに基準領域を大きくずれ、石灰岩によ

る汚染が明白な粘土を素材として使用したことを示している。

第80図には阿三亀焼支群第田地区B地点の陶器の両分布図を示す。 3点の陶器片試料はいずれ

も、石灰岩によって汚染された粘土を素材とした陶器であることを示している。なお、 3点の窯

壁試料はこれまでに示してきた窯壁試料とほぼ同じ位置に分布するが、K圃Ca分布図では分布位置

が異なる。阿三柳田(南)支群A地点、伊仙東柳田支群D地点、伊仙東柳田支群F地点の窯の窯

壁粘土には Ca量が少ないのに対して、阿三亀焼支群第田地区B地点や第69図に示したように、

検福イヤ川支群F地点の窯跡の窯壁粘土には Ca量が多いことを示している。これは窯壁粘土の

石灰岩の汚染をうけていることを示している。陶器の素材粘土に石灰岩の汚染があると、窯跡の

窯壁粘土にも石灰岩の汚染があるといっ共通点は注目される。窯壁粘土も陶器の素材粘土も窯跡

周辺で採集されたことを示唆している。

以上の結果、徳之島、カムィヤキ窯群からは石灰岩の汚染を受けていない胎土をもっ陶器と、

石灰岩の汚染を受けた胎土をもっ陶器があることが明らかとなった。このうち、前者の胎土が本

来のカムイヤキ陶器の胎土であり、後者を除去しない限り、カムィヤキ陶器の化学的特徴を示す

ことはできないことが判明した。今回、両分布図で示した基準領域は石灰岩の汚染を除去した本

来のカムイヤキ領域である。ただ、消費地遺跡からも少数ではあるが、石灰岩の汚染を受けた胎

土をもっ陶器が出土していることは注意すべきである。この場合には、 Rb-Sr分布図でカムイヤ

キの基準領域に分布し、かつ、 Fe量が陶器としては異常に多いという化学的特性から、カムイ

ヤキ陶器と推定出来るはずで、ある。

( 4 )考察

徳之島は地表近くには火山岩と石灰岩が分布する。そして、これらの岩石に由来する粘土が広

く分布していると推定される。その粘土は不均質であり、本来の火山岩に由来する粘土と石灰岩

に汚染された粘土が地域ごとに不規則に分布しているものと推察される。両粘土の識別は簡単で

はなく、焼成して初めて、固く焼結する粘土と、焼結し難い粘土があることが工人に理解できた

ものと推察される。石灰岩による汚染があった粘土を使用すると、融点がさがり、固い良質のや

きものができなかったとおもわれる。それが、石灰岩で汚染された陶器が少数しかない理由であ

ろう。

石灰岩で汚染された粘土を使用した陶器の産地問題では Ca因子が使用できなくなり、した

がって、 K-Ca分布図は使用不可となる。しかし、 Rb-Sr分布図は石灰岩の汚染の有無に関係なく、

カムイヤキ領域を形成することが今回の分析データで明らかになった。このことは微量元素Sr

はこの石灰岩 (CaCO3)中には含有されておらず、本来の火山岩に由来したことを示唆してい

る。さらに、徳之島の火山岩中にはFe量が多いことが、火山岩に由来する粘土中にも Fe量が多

いという結果をうみ、カムイヤキは中世陶器としては異常に Fe量が多いという化学的特徴をも
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つことになったと考えられる。

このことは陶器胎土のみならず、窯壁粘土にまで反映していることは興味深い。陶器のみなら

ず、窯壁粘土にも Fe量は多く、かつ、石灰岩に汚染された地域では陶器のみならず、窯壁粘土

にも Ca量が多いという共通点をもつことも今回の分析データで明らかにされた。このことは窯

壁粘土も陶器の素材粘土もすべて、徳之島産の材料を使用したことを物語っており、島外から窯

業生産に必要な材料を持ち込んではいないことを明示している。

沖縄本島にも陶器の素材となる粘土はあるはずである。それにも関わらず、徳之島に中世陶器

の一大生産センターが何故作られることになったのか?この問題はカムィヤキの伝播流通の問題

とともに、南西諸島における中世社会史の興味深い問題であろう。
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追記

試料の採集地点は、付図 lから 6に示している。
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V.自然科学的分析
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暦年代(西暦)

交点:cal AD1020 
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2σ: cal AD990-----1160 

No. 2 191012 970::!::50 -26.6 940::!::50 交点:cal AD1040 
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14C年代

(年 BP)

1000土40

O 13C 
(%0) 

-25.9 

補正14C年代

(年 BP)

990::!::40 

lσ: cal AD1020-----1170 

2σ: cal AD1000-----1210 

No. 3 191013 960::!::40 -26.7 930::!::40 交点:cal AD1050， 1100， 1140 

lσ: cal AD1030-----1170 

2σ: cal AD 1 020 -----1200 

No. 4 191015 900::!::40 -26.5 880::!::40 交点:cal ADl180 

lσ: cal AD1060-----1080， 

: cal ADl150-----1210 

2σ: cal AD 1030 -----1250 

No. 5 191014 950::!::40 -27.4 910::!::40 交点:cal ADl160 

lσ: cal AD1040-----1180 

2σ: cal AD 1 020 -----1220 

No. 6 191016 1020::!::50 -26.7 990::!::50 交点:cal AD1020 

1σ: cal AD1000-----1040 

2σ: cal AD980-----1170 

No. 7 191017 920::!::40 -26.7 890::!::40 交点:cal ADl170 

lσ: cal AD1050-----1100， 

: cal ADl140-----1200 

2σ: cal AD1030-----1240 

1) 14C年代測定値

試料の14C/12C比から、単純に現在 (AD1950年)から何年前かを計算した値。 14Cの半減期は、

国際的慣例により Libbyの5，568年を用いた。
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v.自然科学的分析

デルタ

2) O 13C測定値

試料の測定14C /12 C比を補正するための炭素安定同位体比(13C /12 C)。この値は標準物質

(PDB) の同位体比からの千分偏差 (%0)で表す。

3 )補正14C年代値

δ13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、 14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で算

出した年代。

4 )暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代(西

暦)ocalはcalibrationした年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の14Cの詳細

な測定値、およびサンゴの U-Th年代と14C年代の比較により作成された較正曲線を使用した。

最新のデータベースでは約19，000年BPまでの換算が可能となっている。ただし、 10，000年 BP

以前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正14C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1σ

(68%確率)と 2σ(95%確率)は、補正14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅

を示す。したがって、複数の交点が表記される場合や、複数の lσ ・2σ値が表記される場合も

ある。

83 



V-4 カムィヤキ古窯跡群における樹種同定

株式会社古環境研究所

1 .はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から概ね属レベルで

の同定が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近

隣の森林植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては、木材の利用状況や流通を

探る手がかりとなる。

2.試料

試料は、カムイヤキ古窯跡群から採取された炭化材24点である。

3.方法

試料を割折して、炭化材の新鮮な横断面(木口と同義)、放射断面(柾目と同義)、接線断面

(板目と同義)の基本三断面の切片を作製し、落射顕微鏡によって50-----1000倍で観察した。同定

は、解剖学的形質および現生標本との対比によって行なった。

4.結果

結果を第12表に、主要な分類群の顕微鏡写真を第81、82図に示す。以下に同定の根拠となる特

?数を記す。

オキナワジイ Cαstαnopsis sieboldii subsp.lutchuensis H. Ohda ブ ナ 科 第81図1

横断面:年輪のはじめに中型から大型の道管が、疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小

道管が火炎状に配列する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は単列の向性放射組織型である。

以上の形質を示す樹種には、シイ属のうちのスダジイとオキナワジイがある。本試料はその分

布域から、琉球に産するスダジイの地理的亜種であるオキナワジイと考えられる。オキナワジイ

は常緑の高木である。

コナラ属アカガシ亜属 Quercus su b gen. Cyclobalαnopsls ブナ科 第81図2

横断面:中型から大型の道管が、 1-----数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材

である。道管は単独で複合しない。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は向性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組

織である。

以上の形質よりコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イ

チイガシ、アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ

30m、径1.5m以上に達する。材は堅硬で強靭であり、弾力性が強く耐湿性も高い。特に農耕具

に用いられる。なお本試料はその分布域からコナラ属アカガシ亜属のうちの、ウラジロガシ、オ
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キナワウラジロガシのいずれかである。

モチノキ属 Ilex モチノキ科

横断面:小型でやや角張った道管が、単独あるいは数個放射方向に複合して散在する散孔材で

ある。道管の径はあまり変化しない。

放射断面:道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は20----40ぐらいである。道

管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は平伏細胞と直立細胞からなる。

接線断面:放射組織は異性放射組織型で、直立細胞のみからなる単列のものと、 2----6細胞幅

で上下の縁辺部の 1----3細胞高が単列の多列のものからなる。

以上の形質よりモチノキ属に同定される。モチノキ属は常緑または落葉性の高木または低木で、

モチノキ、クロガネモチ、イヌツゲなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。このう

ち、モチノキは常緑高木で高さ15m、径50cmに達する。やや堅硬な材で、旋作、器具、彫刻な

どに用いられる。

アワブキ属 Meliosmα アワブキ科第81図3

横断面:小型の道管が、単独ないしその複合部に 1----2個の柔細胞をはさんで、放射方向にむ

かつて 2----4個複合して散在する散孔材である。

放射断面:道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は少なく 10本前後である。

放射組織は異性である。

接線断面:放射組織は、異性放射組織型で 1----4細胞幅である。

以上の形質よりアワブキ属に同定される。アワブキ属は本州、四国、九州、琉球に分布する。

落葉または常緑の小高木から高木である。

ヤブツバキ? CαmelliαjαponlCαLinn. ? ツバキ科

横断面:小型でやや角張った道管が、単独ないし 2----3個複合して散在する散孔材である。

放射断面:道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は20数本ぐらいである。放

射組織は平伏細胞と直立細胞からなる異性である。

接線断面:放射組織は、異性放射組織型で、 1----3細胞幅である。

以上の形質よりヤブツバキに類似するが、本試料は焼け膨れなど変形が著しく、不明瞭な点が

多いため確実な同定には至らなかった。なお、ヤブツバキは本州、四国、九州、琉球に分布する

常緑の高木で、通常高さ 5----10m、径20----30cmである。材は強靭で、、耐朽性強く、建築、器具、

楽器、船、彫刻などに用いられる。

サカキ CleyenαjαponicαThunb. ツノてキ科 第82図4

横断面:小型の道管が、単独ないし 2個複合して均等に分布する散孔材である。

放射断面:道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は多く、 60を越える。放射

組織は平伏細胞、方形細胞、直立細胞からなる異性である。

接線断面:放射組織は、異性放射組織型で単列である。

以上の形質よりサカキに同定される。サカキは関東以西の本州、四国、九州、琉球に分布する

常緑高木で、通常高さ 8----10m、径20----30cmである。材は強靭、堅硬で、建築、器具などに用
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いられる。

タイミンタチバナ Rαpαnαeα meriifoliαMez. ヤブコウジ科 第82図5

横断面:小型でやや角張った道管が、単独ないし 2--3個放射方向ないし不規則方向に複合し

て散在し、全体として放射方向に配列する傾向を持つ散孔材である。軸方向柔細胞は周囲状ない

し散在状である。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は異性である。

接線断面:放射組織は、異性放射組織型で 1--12細胞幅である。

以上の形質よりタイミンタチバナに同定される。タイミンタチバナは本州(千葉県以西)、四

国、九州、琉球に分布する常緑の低木で、通常高さ 6m、径20cmほどである。材は堅硬で、耐

久性、保存性が高く、建築家具、器具などに用いられる。

エゴノキ属 Styrax エゴノキ科第82図6

横断面:年輪のはじめに、やや小型で丸い道管が、おもに 2--4個放射方向に複合して散在し、

晩材部ではごく小型で、角張った道管が単独あるいは数個放射方向に複合して散在する散孔材であ

る。道管の径は、早材部から晩材部にかけてゆるやかに減少する。軸方向柔細胞が、晩材部にお

いて接線状に配列する。

放射断面:道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は10本前後である。放射組

織は異性である。

接線断面:放射組織は、異性放射組織型で 1--3細胞幅である。

以上の形質よりエゴノキ属に同定される。エゴノキ属には、エゴノキ、ハクウンボクなどがあ

り、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の小高木で、高さ10m、径30cmである。材は

器具、旋作、薪炭などに用いられる。なお、本試料はその分布域からエゴノキ属のうちの、エゴ

ノキ、オオバエゴノキのいずれかである。

環孔材 ring-popous wood 

横断面:部分的ではあるが、年輪のはじめに大型の道管が配列する。

放射断面:道管が存在する。

接線断面:放射組織が存在する。

以上の形質より環孔材に同定される。なお、本試料は焼け膨れなど変形が著しく、広範囲の観

察が出来なかったため、環孔材以上の詳細な同定は困難であった。

5 .所見

カムイヤキ古窯跡の炭化材は、オキナワジイ 14点、コナラ属アカガシ亜属 2点、モチノキ属 1

点、ヤブツバキ?1点、サカキ 2点、アワブキ属 l点、タイミンタチバナ 1点、エゴノキ属 l点、

環孔材 1点であった。いずれも亜熱帯または温帯から亜熱帯に分布する樹種であり、遺跡周辺で

採取可能であったと考えられる。

参考文献

佐伯浩・原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造，文永堂出版， p.20-48. 

佐伯浩・原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造，文永堂出版， p.49-100. 

島地謙・伊東隆夫 (1988) 日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閤， p.296 

山田昌久 (1993) 日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成，植生史研究特別第 1号，植生史

研究会， pp. 242 
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横断面 : O.4mm 放射断面 :O.4mm 接線断面 : O.2rnm 

1 .阿三亀焼支群第田地区 オキナワジイ

横断面 : O.4mrn 放射断面 :O.2mm 接線断面 : O.2mm 

2. 伊仙東柳田支群第 I地区一 5 コナラ属アカガシ亜属

横断面 : O.4mrn 放射断面 : O.4mm 接線断面 : O.4mm 

3. 伊仙東柳田支群第 I地区一 3 アワブキ属

第81図 カムイヤキ古窯跡群の炭化材(1 ) 
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横断面 :O.4mm 放射断面 : O.lmm 接線断面 :O.2mm 

4.伊仙東柳田支群第 I地区一 7 サカキ

横断面 : O.4mm 放射断面 : O.4mm 接線断面 : O.4mm 

5. 阿三柳田(南)支群-1 タイミンタチバナ

横断面 : O.4mm 放射断面 :O.2mm 接線断面 : O.2mm 

6.伊仙東柳田支群第 I地区 -4 エゴノキ属

第82図 カムイヤキ古窯跡群の炭化材(2 ) 
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V.自然科学的分析

第12表 カムィヤキ古窯跡群における樹種同定結果

試料 結果(学名/和名)

阿ー亀焼支群 l Quercus su b gen. Cyclobαlαnopsis コナラ属アカガシ亜属

第 I地区

2 Cαstαnopsis sieboldii subsp.lutchuensis H. Ohda オキナワジイ

阿ー亀焼支群 Cαstαnopsis sieboldii subsp.lutchuensis H. Ohda オキナワジイ

第皿地区

阿一柳田(南) l Rαpαnαeα neriifoliαMez. タイミンタチノてナ

支群

2 CαmelliαjαponicαLinn. ? ヤブツノてキ?

3 Cαstαnopsis sieboldii Hatusima オキ

阿一柳田(北) Cαstαnopsis sieboldii subsp.lutchuensis H. Ohda オキナワジイ

支群

伊仙東柳田 Cαstαnopsis sieboldii subsp.lutchuensis H. Ohda オキナワジイ

支群第 I地区

2 Cαstαnopsis sieboldii subsp.lutchuensis H. Ohda オキナワジイ

3 Meliosmα アワブキ属

4 Styrαx エゴノキ属

5 Quercus subgen. Cyclobαlαnopsls コナラ属アカガシ亜属

Ileχ モチノキ属

6 Quercus su b gen. Cyclobαlαnopsls コナラ属アカガシ亜属

7 Cleyer，αjαponwαThunb. サカキ

8 Cαstαnopsis sieboldii subsp. lutchuensis H. Ohda オキナワジイ

CleyerαjαponlcαThunb. サカキ

伊仙東柳田 Cαstαnopsis sieboldii subsp. lutchuensis H. Ohda オキナワジイ

支群第 E地区

伊仙平スコ Cαstαnopsis sieboldii subsp.lutchuensis H. Ohda オキナワジイ

支群第 E地区

検福イヤJI1 ring-popous wood 環孔材
支群第 I地区

2 Cαstαnopsis sieboldii subsp. lutchuensis H. Ohda オキナワジイ

検福イヤJI1 Cαstαnopsis sieboldii subsp. lutchuensis H. Ohda オキナワジイ

支群第E地区

検福イヤJI1 Cαstαnopsis sieboldii subsp.lutchuensis H. Ohda オキナワジイ

支群第N地区

検福ウッタ Cαstαnopsis sieboldii subsp. lutchuensis H. Ohda オキナワジイ

支群

2 Cαstαnopsis sieboldii subsp. lutchuensis H. Ohda オキナワジイ

検福ウッタ Cαstαnopsis sieboldii subsp.lutchuensis H. Ohda オキナワジイ

支群第V地区
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量鑓羅議選翠警灘議羅罷譲轟轟議室
カムィヤキ古窯跡群は、鹿児島県大島郡伊仙町阿三、伊仙、検福に所在する陶質土器の窯跡、で

ある。 1983年、ため池整備事業の最中に発見され(義・四本1984)、現在までに20を超える地点

で生産跡が確認されている(伊仙町教育委員会1985a、b、1986、2001)。

カムイヤキ古窯跡群の生産品は、窯跡の発見以前から注目されており、古くは祝部式土器(多

和田1956)、須恵器(国分1959、多和田1961、友寄1964、三島1971)、類須恵器(白木原1971、

1973、1975) などと呼ばれ、琉球列島のグスクや集落より出土することが知られていた。文様構

成の検討などから、沖縄諸島における城塞遺跡の歴史的展開を探る体系的な研究も行なわれてい

る(佐藤1970)。

窯跡の発見後も、出土遺跡の集成(池田1987、2003、新里2003b)、型式学的検討(安里1991、

大西1996、吉岡2003a、新里2003a) が積極的に進められ、分布範囲、生産と消費、年代につい

ての研究も進展しつつある。

一方、技術系譜や窯跡の成立事情と関わる議論も活発である。阿三亀焼支群第 E地区 l地点

(旧第 l支群)の発掘調査報告書では、器種組成と窯体構造が熊本県球磨郡錦町下り山窯と類似

することから、中世須恵器との関連が想定された(伊仙町教育委員会1985b)。また、焼き仕上

がりの風合いや文様、調整の特徴から朝鮮半島産無粕陶器と類似するとの見方もある(赤司1991、

1999、西谷1980)。最近の論考によると、カムイヤキは日本、朝鮮半島双方の系譜をヲ|いた「南

島の中世須恵器Jと位置付けられているようである(吉岡2003a)。

このように、カムイヤキ古窯跡群をめぐる論議は、近年新たな展開を見せており、当該窯跡が

中世日本の窯業史を語る上で重要な位置を占めることは明らかである。また、鹿児島県串木野市、

出水市、金峰町、隼人町でカムイヤキの検出例が増加し、 1000km以上に渡って広く分布した中

世屈指の広域流通品として注目を集める一方で、これらがトカラ以南の琉球列島で主に消費され

ている点は留意すべきであろう。この範囲は、後の琉球王朝の版図に当たり、カムイヤキが作り

出した経済的な領域は、琉球王朝の支配領域の原形となっていた可能性を示唆するからである。

カムイヤキ古窯跡群の存在は、琉球史研究のうえにおいても、学術的に重要な位置を占めるので

ある。

伊仙町教育委員会は、カムィヤキ古窯跡群の重要性に鑑みて、当遺跡を国指定史跡として登録

し、保存、整備、活用を行なう予定である。史跡指定範囲を確定するため、窯跡群の地図上にお

ける正確な位置を記録し、それらの保存状態を把握することを目的に、平成13年度から16年度に

かけて、カムィヤキ古窯跡群の地形測量、自然科学的分析(磁気探査、胎土分析、放射性炭素年

代測定、樹種同定)及び阿三柳田(北)支群の確認調査を実施してきた。事業名は平成13年度か

ら平成16年度カムィヤキ古窯跡群発掘調査等事業で、調査は国、県の補助のもとに行なわれた。

最後に、これらの調査によって得られた成果を総括し、まとめとしたい。

発見された窯跡周辺の地形測量を行ない、 500分の lスケールの地形測量図を作成した。完成

した測地図をもとに、窯跡の立地、範囲を改めて検討した結果、以下の点が明らかとなった。

( 1 )窯跡はヒラスク山の山頂から放射状に延びた大きな正陵の斜面にまとまって分布する。

( 2 )個々の生産跡は丘陵に入り込む大小の谷地に位置する。

( 3 )こうした谷地の中に形成された弧状を呈する狭小な凹地や緩傾斜面に窯跡、灰原が並列

的、重層的に検出される。
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百.総括

(4 )丘陵の尾根には里道が確認され、これらを通して支群内、支群聞の移動が可能である。

地形測量の成果から支群数、生産地点数の確定作業を行なった。この作業に伴って、支群の名

称も大幅に変更し(阿三亀焼支群:旧第 1、2、12支群、阿三柳田(南)支群:旧第 3支群、阿

三柳田(北)支群:旧第 4支群、伊仙東柳田支群:旧第 5、6支群、伊仙平スコ支群:旧第 9支

群、検福イヤ川支群:旧第 7、8、13支群、検福ウッタ支群:旧第10、11支群)、窯跡群を計 7

支群19地区24地点に区分した。以上の作業によって支群の領域、地点数を客観的に把握できたと

考えている。今後、この命名方法に従い、遺跡群の構造的理解に努めたい。

阿三柳田(北)支群の確認調査では、小規模な発掘面積ながらも大量の遺物が得られた。 Aト

レンチにおいては灰原 2枚(上層・下層)と整地土層 l枚が確認された。灰原は、南側の急斜面

から下方に流れる形で堆積することから、窯跡は南側の土手状の高まりを利用して構築されてい

る可能性が高い。この結果は、磁気探査の調査成果とも矛盾しない。以上から、阿三柳田(北)

支群においても窯と灰原が良好な状態で包蔵されていると判断できる。

第田章では、これまでの調査資料に再検討を加え、新たな分類案を提示した。遺物の特徴から、

A群と B群に大別し、器種、器形、口縁部形態によって細分を行なった。その内訳は、壷2群2

類 6種、窪 2群 2類 6種、鉢2群 6類 6種、碗2群2類 6種である。新たに掲載した未発表資料

は、以上の分類に沿って報告した。今回、各遺構からの出土状況を踏まえた器種組成等の検討は

行なっていないが、これらの時期的な変遷について予測的見解を述べてみたい。

遺構群の平面的な調査が行なわれている阿三亀焼支群第E地区では、帰属窯不明な灰原 4枚が

間層を挟んで確認された(伊仙町教育委員会1985b)。これら灰原の下位の層 (4層、 5層及び

4・5層混層)では、 A群の資料が圧倒的多数を占めるのに対し、灰原の上位の層 (2層、 3層、

2・3混層)ではB群の資料がまとまって出土する。このことは、 A群がB群に先行して出現し、

時期が下るにつれB群が増加していく様子を窺わせる。

過去の調査資料を改めて検討すると、 A群のみが検出されている地区(阿三亀焼支群第 I地区、

阿三柳田(南)支群第 I地区、阿三柳田(北)支群第 I地区、伊仙東柳田支群第 I地区、第E地

区、検福イヤ川支群第N地区)と B群のみが出土する地区(伊仙平スコ支群第E地区、検福イヤ

川支群第 I地区、検福ウッタ支群第 I、皿、 N、V地区)、両群ともに発見されている地区(阿

三亀焼支群第E地区)の 3種が認められ、時期ごとにおける窯の稼働状況を復元できる可能性が

ある。今後、生産地区と生産遺物群の対応関係を正確に把握した上で、詳細に検討していきたい。

自然科学的分析として、磁気探査、胎土分析、放射性炭素年代、樹種同定を行なった。磁気探

査は兵庫県教育委員会西口和彦氏、胎土分析は大谷女子大学三辻利一氏、放射性炭素年代、樹種

同定は株式会社古環境研究所にそれぞれ依頼したものである。

磁気探査では、測定を行なったほとんどの地点で磁気異常箇所が認められるという結果が得ら

れた。それらは地表に露出する灰原、遺物散布地の位置とほぼ対応する。このことは、磁気探査

の結果と地表面観察の所見とを重ね併せて検討することによって、地下遺構の埋没状況の推定が

可能であることを示している。また、灰原が確認されていない地点でも磁気異常の反応が認めら

れたが、こうした箇所は一部確認調査を行なうことによって検証していきたい。窯跡の調査にお

いて、磁気探査は極めて有効な手段となることは明らかである。

生産品の化学的特性を明らかにするため、胎土分析を行なった。今回は産地資料の含有成分分

布の基準値を得るため、サンプル採取地点を増やし、 400を超える陶片の分析を依頼した。分析

の結果、純粋な花両岩を素材とする試料と石灰岩に起因するカルシウムを極端に多く含んだ試料
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が存在することが明らかとなった。これは粘土の採掘地点によって、素材のカルシウム含有量に

差が見られることを示し、カルシウムを除去した成分分布がカムィヤキの基準領域となる。これ

によって、消費地出土資料との対比も可能となり、カムィヤキの生産と流通の研究に寄与する標

準的なデータを提示することができたと考えている。

放射性炭素年代では、 11世紀前半から12世紀後半の年代が示され、これまでの年代測定とほぼ

同様の結果が得られた。今後、消費遺跡における伴出遺物の検討を行なうことによって詳細な年

代を確定する作業が必要となる。

炭化材の樹種同定を今回初めて依頼した。これらの樹種は、オキナワジイ、コナラ属、モチノ

キ属、ヤブツバキ、サカキ、アワブキ属、タイミンタチバナ、エゴノキ属、環孔材と同定され、

すべて亜熱帯、温帯地域に分布するものであった。燃料となる薪は遺跡周辺から容易に得られる

ものと推測される。窯跡群稼動時の森林環境は、現在の松林とは若干異なった景観を呈していた

と想定される。

カムイヤキ古窯跡群の調査について報告してきたが、一連の調査で得られた成果は、遺跡が極

めて良好な状態で保存されていることを明らかにできたことである。窯跡群の大部分は国有林内

に包蔵されていることから、大規模な開発から免れ、当時の姿を留めたまま現在に遺されている。

先に述べたような学術的重要性に加えて、後世に伝えるべき歴史遺産としての価値も十分に併せ

もっているのである。カムイヤキ古窯跡群の真価を存分に発揮させるには、今後いかなる取り組

みが必要となるのか。山林に眠る雄大な遺跡と真撃に向き合い、その方策を熟慮していきたい。

カムィヤキ古窯跡群関連文献一覧
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上段:カムィヤキ古窯跡群空中写真

下段:カムィヤキ古窯跡群遠景
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